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機 械 翻 訳 とその マ ーケ ッ ト

  シ ンガ ポ ー ルサ ミ ッ トに むけ て 一

                 東京大学大学院教授 辻井 潤…

 「機 械 翻 訳 の 歴 史 は 、 過 剰 な期 待 とそ の 反 動 と し

て の 失 望 の 繰 り返 しで あ る 」 と よ くい わ れ る。 実 際 、

翻 訳 とい うの は 、 本 職 の 翻 訳 家 が 行 って も、 なか な

か 満 足 で き る もの は で きな い 。 また 、 わ か りに くい

の で 、 原 文 を読 ん で み た ら原 文 もや は りわ か りに く

か った 、 とい うの も よ く経 験 す る こ とで あ る。 翻 訳

は 、 機 械 が や ろ う と人 間 の 専 門 家 が や ろ う と難 しい 。

2人 の 人 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を助 け る 善 意 の 第

3者 が 、 最 後 に誤 解 の 責任 を と ら され て 非 難 され る 、

とい うの は よ くあ る こ とで あ る 。

一 種 の マ ジ ッ クの よ う に見 え るだ ろ う
。 語 族 の 近 い

日本語 と韓 国語 の 翻 訳 は 、 英 語 と 日本 語 の 翻 訳 に く

らべ て 、技 術 的 には は るか に 「マ ジ ッ ク」 の度 合 い

が低 い の だ が 、 そ の よ う に感 じる 。

 結局は、使用者の両言語に関する知識がどの程度

かで、システムがマジックに見えるかどうかが決 ま

り、賞賛されるか どうかが決 まる。使用者の能力がシ

ステムの評価に決定的に影響するというのが、機械

翻訳を道具 としてみたときの大きな特徴であろう、,

 この第3者 の役割、しかも、異なる言語を使用す

るものの仲介者を機械が しようとするのが機械翻訳

システムだから、賞賛されることのない損な役割を

担うシステムではある。

 また 、 機 械 翻訳 の よ うに 、 人 間 が で き る こ と を機

械 にや らせ る技 術 は そ の 難 しさが 理 解 され ず 、 なか

なか 感 心 して も らえ ない損 な技 術 分 野 だ とい わ れ て

きた 。 しか し実 際 に は 、 翻 訳 とい うの は、 この よ う

に 人間 も う ま くで き ない もの で あ るか ら、 多 少 で も

う ま くで きれ ば 、膨 大 な 科 学 計 算 を行 う計 算 機 シス

テ ムが 賞 賛 の 目で み られ る よ う に、 機 械 翻 訳 も賞 賛

の 目で 見 られ る こ とは 十 分 にあ り得 る。

 機械翻訳が損な役割を担うシステムだと思ってい

たのは、実は、これまで翻訳の必要性がそれほど幅

広 くなく、使用者の満足のい く翻訳は人間であれば

作 り出せる、また、そのような人間(翻 訳家)が 十

分にいる、という幻想を社会全体が持っていたか

らではないか?

 た と えば 、 ヨー ロ ッパ にい る と、 彼 ら に と って 中

国 語 、 日本 語 で か か れ た テ キ ス トが 英 語 や フ ラ ン ス

語 に翻 訳 され る こ とは 一 種 の マ ジ ックで あ る、 とい

う こ とが よ くわ か る,、あ るい は 、 韓 国 語 の テキ ス ト

が 日本 語 に翻 訳 され るの をみ て も、 我 々 日本 人 には 、

 い ま まで 、 日本 で は 、 そ の経 済効 果 とい う点 か ら

英 語 と 日本 語 の 翻 訳 シ ステ ム に焦 点 が 当 て られ て き

た。 また 、 シス テ ム 使 用 者 も英語 を使 う必 要の あ る

人 、 したが っ て相 応 の 英 語 の 能力 が あ る 人 を 前提 と

して い た。 こ の た め に、 「自分 が 翻訳 す れ ば もっ と

う ま く翻 訳 で きる」 とい う 自信 過 剰 な使 用 者か ら、

技 術 の マ ジ ッ ク と して の 度 合 い を不 当 に低 く評 価 さ

れ て きた の で は ない か?

 こ の状 況 は 、 こ こ数 年 で大 き く変 わ りつ つ あ る,,

実 際 、 ウェ ブ ブ ラ ウザ ー 用 の 翻訳 シ ス テ ムで は 、 英

語 能 力 を さほ ど持 た ない ユ ー ザが それ を使 用 す る よ

うに な っ て きて い る。 この よ うな傾 向 は 、 イ ン ター

ネ ッ トが 社 会 に 浸 透 す れ ば浸 透 す る ほ ど強 くな る だ

ろ う。 同 時 に 、 イ ン ター ネ ッ トの浸 透 は国 際 的 な コ

ミュ ニ ケ ー シ ョン にお け る英語 の役 割 を相 対 的 に低

下 させ て い る よ うで もあ る,,イ ン ター ネ ッ トの ユ ー

ザ が広 が れ ば広 が る ほ ど国 内 の情 報マ ー ケ ッ トが 大

き くな る と同 時 に、 英 語 を コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 手

段 と しな い 人 た ちが 国 際 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに

参 加 す る よ うに な って くる。

 そ の結 果 と して 、 国 際 的 な情 報収 集が 日常 的 に行

わ れ 、 た とえ ば 、 日本 の イ ン ター ネ ッ ト使 川 者が 韓

国 語 や 中 国 語 の ウ ェ ブサ イ トに ア クセ スす る必 要性 、

英 語 の 知識 が 全 くな い 使 川 者 が 、 英語 テ キ ス トを読
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む必 要性 は 、 近 未 来 ど ころ か現 在 す で に起 こ りつ つ

あ る、,機械 翻 訳 が マ ジ ッ ク とみ られ る状 況 は整 って

きて い るの で あ る。

 ヨ ー ロ ッパ にお け る多 言 語 主義 の復 活 は 、文 化 面

で の 米 国 中 心 主 義 へ の 反 発 とい う復 古 主 義 とい う よ

り、 む しろ、 イ ン ター ネ ッ トを通 じた コ ミュ ニ ケ ー

シ ョンの 広 が りへ の 適 応 とい う現 代 的 、前 向 きな意

味 を持 って い る。 あ る い は 、 イ ン ター ネ ッ トを通 じ

た商 取 引(Electric Commerce)に お け る個 別 言 語 の

重 要 性 を意 識 した 、 きわ め て プ ラ グ マ テ ィ クな ス タ

ン スだ と考 え るべ きで あ ろ う。

 ア メ リ カや ヨー ロ ッパ に お け る機 械 翻 訳 、 あ る い

は 多言 語 情 報 処 理 に対 す る急 激 な関 心 の高 ま り、 と

くに 、中 国 語 、 韓 国 語 、 日本語 処 理 へ の 関心 の高 ま

りは 、 この よ う な具 体 的 な ニ ー ズ の 高 ま りを 反映 し

て い る,,機 械 翻 訳 が過 剰 な 期待 、 あ る い は夢 を売 り、

具 体 的 なニ ー ズ を掘 り起 こ す時 期 はす で に終 わ っ た。

む しろ、 具 体 的 なニ ー ズ が あ りそ れ に技 術 が どう応

え るか 、 とい う時 代 に な っ て い る、, あ る い は 、機

械 翻 訳技 術 は 、 い ま人 間 の 能 力が 応 え る こ と ので き

ない 社 会 の 要 請 、 そ の 要 請 に応 え る ため のマ ジ ッ ク

と な りえ る時 代 を迎 え つ つ あ る。

 機 械 翻 訳 の 技 術 者 や 研 究 者 が 、企 業家 、使 用 者 と

して の 翻 訳 者 と出 会 い 、真 剣 に議 論 で きる 唯 一 の 会

議 と して 、MTサ ミッ トが あ る 。 こ の 会 議 は80年 代 、

日本 にお け る機 械 翻 訳 の研 究 者 が 、 こ の 分 野 に お け

る技 術 の 使 用 者 の 重 要 さ、使 用 者 と開 発 者 の 交 流 の

重 要 さを い ち早 く認 識 し、 日本 の主 導 権 で 始 ま った

会議 で あ る。2年 に一 度 、 ヨー ロ ッパ 、北 米 、 ア ジ

アの 機 械 翻 訳 協 会 が交 代 に 主催 して きて お り、 今 回 、

そ の7回 目 を迎 え る。

 今 回の サ ミ ッ トは 、 ア ジ ア太 平 洋 機 械 翻訳 協 会 の

主 催 で 、 イ ンタ ー ネ ッ トに よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

の世 界 的 な広 が りと深 化 を象 徴 す る よ うに 、 東 洋 と

西 洋 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの接 点 的 な役 割 を 担 う シ

ンガ ポ ー ルで 行 わ れ る(本 年9月14日 一16日)。 ア ジ

アや 日本 の 経 済 危 機 と い う逆 風 の 中 で は あ る が 、 ヨ

ー ロ ッパ
、北 米 の 企 業 家 、 開発 者 、研 究 者 の 関心 は

高 い 。 機 械 翻 訳 と い う技 術 の特 殊 性 は 、使 用 者 、 企

業 家 、開 発 者 、研 究 者 の交 流 を不 可 欠 な もの と して

い る。

 日本 か ら も多 くの 人が 参 加 し、機 械 翻 訳 技 術 が グ

ロ ーバ ル コ ミュニ ケ ー シ ョンの 時 代 のマ ジ ッ ク とな

る こ と に貢 献 して い た だ け れ ば 、 と思 っ て い る 、,

  男 き亡・灘

∠響 ノ珍

'嶢響 影
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鍛賛澱精

MT翻 訳者の生活 と意見

森本 健一(ロ サ ンゼルス在住、当会会員)

1.私 とコ ン ピ ュー タ

AAMT Journalに は ど ち らか とい う と 、生 産 者 ない

しは研 究 者 か らの 視 点 で 書 か れ た 記 事 が 多 い よ うな

の で 、 翻訳 者 ユ ー ザ と して のMTの 使 用 体験 を フ ィ

ー ドバ ッ ク させ て い た だ き ます 。

関 数 機 能付 き電 卓 一 シ ャ ー プ の ポ ケ コ ンーTandyの

ラ ップ トップ ー(以 下 デ ス ク トッ プ)NECの9801E

‐PowerMac6100‐Dell Dimension Pentium166C/XPSo

こ れ は 、北 欧 の航 空 会 社 で 航 空 機 運 行 管 理 者 と して

社 会 へ の 第 一 歩 を 踏 み 出 して か ら、 旅 客 営 業 、 人 事

を経 て停 年前 退職 を 決 行 し、 在 米 在 宅 翻 訳 者 と して

今 日に至 る まで に使 用 した 機 種 を年 代 順 に並 べ た も

の で す 。 関 数 機 能付 き電 卓 を含 め た の は これ も立 派

な 電 子計 算 機 だ か らで す 。 シ ャー プの ポ ケ コ ンで は

プ ロ グ ラ ミン グ言 語 にBasicを 使 い 航 空 運 賃 計 算 ソ

フ トを完 成 、 仕事 に使 っ て い ま した 。 会 社 を辞 め た

の はTandyの ラ ップ ト ップ を使 用 して い た と きで

す 。 コ ン ピュ ー タが 市 販 され る よ う に な る前 か ら コ

ン ピュ ー タの 可 能性 に強 い 関 心 を抱 い て い た 私 は 、

今 思 え ば必 要 もな い の に 微 積 分 の 復 習 に没 頭 し、 通

勤 電 車 で は もっ ぱ ら数 学 関 係 の 本 を読 んで い ま した 。

そ して 、Tandyの ラ ップ トップ に 巡 り合 っ た と き、

これ さえ あ れ ば不 可 能 な 作 業 は ない と思 い 込 ん で し

ま った の で した 。 こ う した パ ソ コ ン を使 って 航 空 運

賃計 算 の 能 率 向 上 を会 社 に提 言 して 受 け入 れ られ な

か った 私 は 自前 で情 報 サ ー ビ ス を始 め る こ と を も く

ろ み 、停 年 を遥 か前 に して退 職 を 決 意 し ま した 。NEC

9801Eほ か周 辺 機 器 を 買 い 込 み 開 業 の 準 備 を 始 め て

い た 私 は あ る 日書 店 で 将 来 実 現 す る こ と を夢 見 て い

た情 報 誌 の 創 刊 号 が 書 棚 に平 積 み され て い るの を見

て 肝 をつ ぶ します 。 大 企 業 の 出 版 社 が 私 の 夢 を ブル

トー ザ ー で 踏 み 潰 した の で す,,気 を取 り直 した 私 は

自宅 で で きる 翻 訳 業 へ と転 身 をは か り、現 在 に 至 っ

て い ます,,コ ン ピ ュー タ さえあ れ ば何 で もで き る と

早 と ち りして 会 社 を辞 め た 私 の 不 覚 で した,,

そ れ は と もか く、 コ ン ピ ュー タは そ の 普及 前 には 厳

然 と して い た 理 系 と 文系 の 垣 根 を取 り除 か ない まで

も、引き下げたのではないで しょうか。現に、MT

の世界では文系 と理系の共同作業が不可欠になって

います。そこでは文系にも理系の発想が、理系にも

文系の知識が求められているはずです。文系でもコ

ンピュータ操作の技能がなければ少なくともアメリ

カではビジネス社会で受け入れられませんし、理系

で も業務内容の知識がなければコンピュータは無用

の長物です。これからも文理融合の傾向は強 くなっ

ていくのではないでしょうか。

2.機 械 翻 訳 との 出会 い

1985年 、最 初 の 市 販 機 械 翻 訳 ソ フ トBravisが 世 に

出 た と きに は 、 早 速 デ モ を覗 きに 出 か け た もの です 。

そ れ で も、 猜疑 心 を捨 て 切 れ な い私 は 開発 企業 の 用

意原 稿 に よ る デ モ で な く、 私 の持 参原 稿 で 機 械 翻訳

を 見 た い とい う意 地 悪 な動 機 で 、Bravisの デ モ 係 員

に英 語 の原 稿 を 手 渡 した の で した、、予 想 通 りの無 残

な 出来 栄 え で した が 、 と にか く英語 が 日本語 に 変換

され る事 実 に感 動 した もの で した,,し か し、時 代 の

先 端 を行 き過 ぎて い た の で し ょ うか 、Bravisは や が

て姿 を消 し ま した 。 で も、 そ の 日以 来MTが 私 の頭

を離 れ る こ とは あ りませ ん で した,、

英 日の 翻 訳 で あ れ ば400字 詰 め 原 稿 用 紙 に手 書 き、

日英 の翻 訳 で あ れ ば タ イ プ ラ イ ター と い うのが 通 り

相場 で した か ら、 パ ソ コ ンに よる ワ ー プ ロ処 理 をほ

どこ した私 の 印 字 原 稿 は ク ラ イア ン トに喜 ば れ ま し

た 。 ワ ー プ ロ専 用 機 は 市 販 され て 間 もな い こ ろ です

か ら 、英 文 処 理 のWangと かIBMの ワ ー プ ロ は 高

価 で個 人 の 翻訳 者 に は 手 が 出 ませ んで した。

ロ サ ンゼ ル ス の パ ソ コ ン シ ョップ で富 ヒ通 のMTソ

フ トAriasの カ タ ロ グ を 見 た の は そ れ か ら11年 経 過

して か らで す 。 ほ か に どの よ うなMTソ フ トが 市 販

され て い る の か も分 か りませ ん で した 比 較 す る 対

象 の 競 合 ソ フ トを調 べ る こ と も ま まな らず 、 最 近 の

MTソ フ トの 価 格 に 比 べ る と5倍 く らい は す る 英 日

・日英 翻 訳 の 製 品 を別 料 金 の 導ll博 門11Lll話辛書2分

野 と と もに 求 め ま した 、 早速 ・括 翻訳 で受 注 英 文原
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稿 の 全 文 を こ の ソフ トに か けて み ま した。 翻 訳 の 出

来 不 出来 は と もか く、英 文 が 日本 語 に変 換 され て 数

分 で訳 出 され る こ とに素 朴 な感 動 を覚 え ま した 。 し

ば ら くArias V3.0に お 世 話 に な っ た 後 、 V4.0に ア

ッ プ グ レー ド し、bekkoameの ホ ー ム ペ ー ジで 知 っ

た 東芝 のAstransac英 日版V3.0を 購 入 して現 在 で は

両 者 に 英 日の競 訳 を させ なが ら愛 用 してい ます 。 英

日翻訳 の受 注 が 圧倒 的 に 多い ため 、 日英 につ い て は

ご披 露 す る だ け の体 験 の蓄 積 はあ りませ んが 、後 日

機 会 が あ れ ば 感 想 を述 べ た い と思 い ます 。

両 者 の 優 劣 で す が 、Atlasが 翻 訳 不 能 で 原 文 の ま ま

返 して くる と きで も、Astransacは 律 義 に訳 を つ け

て くる こ とが よ くあ る点 を除 い て は 、実 力 は伯 仲 し

て い る とい うの が私 の感 想 で す 。 その 後 両 ソフ トは

バ ー ジ ョ ン ア ッ プ され た り、Atlasは 専 門 用 語 辞 書

と併 用 、Astransacで は 専 門 用 語 辞 書 が 不 在 と い う

よ うな 事情 か ら公 平 な 製 品比 較 に は な っ て い な い か

も しれ ませ ん 。

3.機 械 翻 訳 の実 際

こ う したMTソ フ トを使 用 して最 終 製 品 を仕 上 げ る

訳 で す が 、 まず 私 の作 業 の手 順 を ご紹 介 し ま し ょう。

私 はMS Wordを ワー プ ロ と して使 っ て い ます が 、作

業 は セ ンテ ン ス ご とに 区切 っ て行 い ます 。 まず ソー

ス原 稿 と ター ゲ ッ ト原 稿(最 初 は 空 白)を 画面 に 開

き 、Wordの ウ ィン ドウ機 能 を 利 用 して ソ ー ス 原 稿

と ター ゲ ッ ト原 稿 を上 下 に配 し ます 。 ソー ス原 稿 の

セ ンテ ンス を コ ピー して 一方 のMTソ フ トにか け 、

訳 文 を ター ゲ ッ ト原 稿 にペ ー ス トし、 同 じ作 業 を も

う一 方 のMTソ フ トにつ い て行 い ます,,こ う して で

きた 訳 文 を上 下 に 並べ ます,,前 編 集 は し ませ ん、、出

力 され た 両 者 の 訳 で よ り優 れ た方 を採 用 、後 編 集 と

い う よ り、 訳 文 の 表現 、訳 語 で適 切 な もの を採 用 、

文章 の 構 成 は ほ とん ど自 力で 行 い ます 、,訳文 を その

ま ま採 用 で きる こ と も まれ に は あ り、 その とき に は

快 哉 を叫 び指 を 鳴 ら し ます,,そ う まで してMTに こ

だ わ る メ リ ッ トは何 で し ょう か、,これ は専 門用 語 辞

書 を使 用 して い るAtlasに つ い て特 に 言 え る こ とで

す が 、 辞 書 引 きを か な り省 け る と い う こ とが ひ とつ.

も う ひ とつ は 、 原点 に返 っ た訳 文 に教 え られ る とい

う こ とで す 「 考 えす ぎて訳 文が 的 を外 す こ とが これ

で 防 げ ます,そ れ と、MTに 誤 訳 は あ っ て も訳 し漏

れ は まず あ り ませ ん ので 、 「抜 け」 が な くな る とい

う効 果 が期 待 で き ます 。 この た め に は 、完 成 した訳

文 を フ レー ズ ご とに 区 切 ってMTの 訳 と突 き 合 わせ

る とい う作 業 が必 要 に な ります 。 こ う した一 連 の 作

業 は 本 来MTが 得 意 とす る翻 訳 の 高 速 化 に逆 行 す る

の で は な い か とい う疑 問 が で て くるで し ょう。 特 に

時 間 との競 争 を強 い られ る翻 訳 者 の 場 合 、MTの 省

時 間 メ リ ッ トが な い よ う に思 え るか も しれ ませ んが 、

慣 れ れ ば そ れ ほ ど時 間 を取 る作 業 で はあ り ませ ん。

確 か に、 全 体 と してMTを 使 用 した め に納 期 を短 縮

で き る とい うほ ど時 間 の 節 約 に は な っ て い ませ んが 、

上 記 の よ うに 捨 て 難 い メ リ ッ トが あ り ます 。MTソ

フ トの バ ー ジ ョン ア ッ プ も頻 繁 に行 わ れ て い ます 。

その 都 度 上 位 バ ー ジ ョン を買 い続 け る ほ ど翻 訳 者 の

懐 は 豊 か で は あ りませ ん。 確 か に近 年MTソ フ トの

価 格 は 誰 で も気 楽 に買 え る レベ ル まで安 くな り ま し

たが 、 常 に最 新 バ ー ジ ョン に 買 い替 え る余 裕 は あ り

ませ ん 。 メー カー の 皆 さんへ の お願 いで す が 、少 な

くと も ワ ンバ ー ジ ョンで2年 は ア ップ グ レー ドしな

い よ う ご配慮 くだ さい 。 上 記MTソ フ トの ひ とつ で

バ ー ジ ョンア ップ した 版 を購 入 、試 した とこ ろ前 に

比 べ ほ とん ど変 化 が 見 られ なか っ た経 験 が あ り ます 。

バ グの 解 消 、 機 能 の 進 化 、 他 社 との 競 合 等 、 メ ー カ

ー と して バ ー ジ ョン ア ップ した い事 情 は あ る で し ょ

うが 、 ア ップ グ レー ドで きず に 、 あせ りを感 じなが

ら旧 バ ー ジ ョンのMTソ フ トを使 い続 け るユ ーザ の

心 情 に も思 い を馳 せ て くだ さる よ うお願 い し ます 。

4.機 械 翻 訳 の 泣 き所

MTで 翻訳 者が 苦労 す る の は 当 然 の こ とな が ら翻 訳

原 稿 が 電 子 フ ァ イ ルに 限 定 され る こ とで す 。 最 近 で

は ソー ス 原 稿 も6、7割 程 度 まで電 子 フ ァイ ルで 貰

え る よ う に な り ま し た が 、 そ うで な い 場 合 はFAX

か 宅 急 便 に よる ハ ー ドコ ピ ーで す,、いず れの 場 合 で

も、 印 字 品 質 が よけ れ ば ス キ ャナ ー とOCRで ハ ー

ドコ ピー 原 稿 の 電 子 フ ァ イ ルへ の 変 換 が 可 能 で す が 、

そ うい う場 合 で もハ ー ドコ ピー が 虫 眼 鏡 で も読 め な

か っ た り、 読 め て もス キ ャナ ー にか か ら なか った り、

結 局 キ ー ボ ー ドか らの 手作 業 入 力 に な って しま う こ

とが 多 く、折 角 の ス キ ャ ナ ー ・OCRも そ の 本 領 を

発揮 で きな い こ とが 少 な くあ りませ ん,,残 念 な こ と

にFAXに よ る原 稿 受 信 が 圧 倒 的 に 多 く、 当 然FAX

の 印 字 品 質 は 一般 的 に 言 っ て よ くあ りませ ん,,勢 い

手 作 業 の 入 力作 業 に 頼 ら ざ る を得 な くな るの で す,、
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それでも入力にかかった時間を料金に上乗せするこ

とはで きません。キーボー ドのブラインドタッチに

は多少自信があるのですが、それ も判読に問題のな

い原稿の場合であって、推理を最大限に働かせて一

字一句読み進んでい くの場合には、折角のキーボー

ド入力技能が活かせ ません。スキャナー とOCRが

使用で きる場合で もスペルチェックは欠かせず、結

構時間のかかる非生産的な作業となります。こうい

う翻訳工程以外の作業が入るため翻訳作業の合計時

間は手作業 とさほど変わらない結果になるのです。

ソース原稿が100%電 子ファイルになれば、作業の

スピー ドアップは確実に実現できます。

つ い で な が ら 、MTを 利 用 し た 翻 訳 例 を ご 覧 い た だ

き ま す 。

例1

1n a circuit, the amount of currenビ1'depends on its

resistance'R'and the voltage'E'.*

Arias(MT)

回 路 で は 、 現 在 の*1*の 量 は そ の抵 抗*R*と 電 圧

*E*に 依 存 す る。

Astransac(MT)

回 路 で は、 現 在 の*1*の 量 が そ の抵 抗*R*お よび

電 圧*E*に 依 存 す る。

最 終 訳 例1

回路 に流 れ る電 流1の 量 は 、 回路 内 の抵 抗Rと 回路

に加 え ら れ た電 圧Eに よ って 決 ま る,,*

例2

Depending on the type of materials, this cutting machine

can handle a diameter of 10 inches.*

Arias(MT)

材 料 の タ イプ に 頼 っ て い て 、 こ の打 抜 き機 は10イ ン

チ の 直 径 を扱 うこ とがで き る。

As[ransac(MT)

用 品 の タ イ プ に よ る と 、 こ の 切 断 機 械 は 、10イ ン チ

の 直 径 を扱 う こ と が で き る 、,

最 終 訳 例2

素 材 の 種 類 に もよ るが 、 こ の切 削 機 械 で は 直 径10イ

ンチ の もの を加 工 で きる。*

5.電 子 辞 書

以 上 私 の 翻 訳 作 業 の手 順 を ご紹 介 し ま した が 、 こ こ

で 欠 か せ ない の が 電 子 辞書 で す 。 手 狭 に な って き た

2Gb(執 筆 時14Gbに ア ップ グ レー ド)のHDD(ハ

ー ドデ ィス ク ドラ イブ)の スペ ー ス を節 約 す る ため 、

電 子 辞 書 でCD-ROMの ま まで 使 え る 辞 書 は で き る

だ けHDDに イ ンス トー ル しない で使 う よ う に して

い ます 。 そ の た め 、5枚 のCD-ROMを 収 容 で き る

CD-ROMチ ェ ン ジ ャー を 本 体 に 内 蔵 、セ ッ トし た

電 子 辞 書 を必 要 に な っ た 時 点 で デ ス ク トップ に開 い

て使 用 し ます 。 使 用 して い る 電 子 辞 書 はMicrosoft

/小 学 館 のBookshelf、 Merriam‐Webster Dictionary、

Microsoft Press Computer Dictionary, Mosby'sMedical

encyclopedia(図 解 人 体 各 部 用 語 集)がCD-ROMの

ま ま、HDDに は 富 士 通 の 専 門 用 語 辞 書(医 学 、薬

学)追 加 した英 和 ・和 英(電 辞 海)辞 書 を使 用 して

い ます 。Bookshelfは 英 和 、 和 英 は 言 うに 及 ば ず 国

語 辞 書 、類 義 語 辞 書 、 時 事 用 語 集 な どが 入 って い て

重 宝 し て い ま す 。Merriam-Websterは 英 英 辞 書 、

Microsoft Press Computer Dictionary, Mosby'sMedical

encyclopediaも 英 語 版 で す 。 MTソ フ ト と と も に こ

う した電 子 辞 書 を タ ス クバ ー に並 べ 、 そ の 都 度 必 要

な辞 書 の ボ タ ン を ク リ ック して デ ス ク トップ に表 示

し辞 書 引 き を行 うの で す が 、 これ が どれ だ け 能 率 向

上 に 寄 与 して い るか 計 り知 れ ない もの が あ り ます 。

ハ ー ドコ ピー の 小 学 館Rand(7171 House大 英和 辞書 も

ペ ー ジ をめ くる こ とが め っ き り少 な くな りま した、、

コ ン ピ ュー タ関 連 用 語 を調 べ る コ ン ピ ュー タ用 語 集

も毎 年 最 新 の もの を1点 は 買 っ て 、絶 え間 な く生 成

され る コ ン ピ ュ ー タ用 語 の 検 索 に 万全 を期 す よ う心

が け て い ます 。 英 日の用 語 集が 出 るの を待 っ て い て

は間 に合 わ な いの で 、 ア メ リカで 入 手で き る 、 そ れ

もで きる だ け新 しい もの を 求め る よ うに して い ます。

ち なみ に 、上 記 のComputer Dictionaryは 同 名 の書 籍

に付 録 と して 入 っ て い た もの です が 、今 で は付 録 が

本体 の お株 を 奪 っ て い ます 、,ハー ドカ ー バ ー の 本 誌

は ほ とん ど使 用 し ませIL、 こ の よ うにマ ル チ タス キ

ン グ を 最 大 限 に 利 用 す る た め コ ン ピ ュ ー タ 本 体 の

EDO RAMは128Mbと 本 機 と して は 最 大 限度 まで 増
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設 し ま した。 つ い で なが ら コ ン ピュ ー タ本 体 付 属 の

そ の 他 の 周 辺 機 器 を ご 紹 介 し ま す と 、通 常 のCD-

ROMド ラ イブ 、1GbのJazド ラ イ ブ、 フ ロ ッ ピー

デ ィス ク ドラ イ ブ が あ り ます 。CD-ROMド ラ イブ

は ソ フ トウエ アの イ ンス トー ル用 と して の ほ か 、 作

業 中 にCD(音 楽)を 再 生BGM演 奏 を させ る の に

使 用 、Jazド ラ イブ は も っ ぱ ら作 成 した文 書 フ ァ イ

ル の バ ッ ク ア ップ 用 に 使 用 して い ます 。 以 上 、MT

の本 題 か ら外 れ た よ うで す が 、 電 子 辞 書 は 私 の 翻訳

作 業 に欠 かせ ない 時 間 短 縮 用 ツー ル なの で あ え て ご

紹 介 させ てい ただ き ま した 。

6.MT翻 訳 者 は少 数 派

既 述 のMTの メ リ ッ トに もか か わ らず 、 MTを 使 用

す る翻 訳 者 は 少 数 派 の よ うで す 。 限 られ た 私 の 交友

範 囲 で もMTを 利 用 して い る 翻訳 者 は皆 無 です 。 ベ

ンダ ー に よれ ばMTソ フ トの購 入 者 に 翻訳 者 も若 干

名い る とい う こ とで す が 、 少 数 派 で あ る こ とに は 間

違 い ない よ うで す 。 少 な く と も出版 翻訳 家 な い し文

芸 翻 訳 家 にはMT使 用 者 は皆 無 に 近 い もの と思 われ

ます 。

私 の よ う にMTの 限 界 を承 知 の上 で 、 そ の メ リ ッ ト

を利 用 す る職 業 翻 訳 者 が 少 な い の は 、 ひ とつ に は

MTへ の期 待 と現 実 の 落 差 に幻 滅 、翻 訳 者 と して の

プ ラ イ ドか ら機 械 翻 訳 とか 自動 翻 訳 とか を利 用 す る

こ と に抵抗 を 覚 え る 、 翻訳 時 間 の 短縮 に寄 与 しない 、

MTソ フ トが パ ソコ ンに バ ン ドル され て 一般 人 が 使

う よ うに な りプ ロ と して の 自尊 心 を傷 つ け る 、 な ど

い ろ い ろ理 由 は 考 え ら れ ます が 、現 行MTに 不 可避

の 制約 を認 識 した上 そ の メ リ ッ トを最 大 限 に利 用 す

る 発想 に転 換 す れ ば翻 訳 者 のMT使 用 人口 は 飛躍 的

に増 え る の で は な い か と予 想 され ます 。 この た め に

は 、 メー カ ー側 か ら翻 訳 者 を対 象 とす る積 極 的 な働

きか け が必 要か と思 われ ます 、,この拙 文が そ の 一助

に な れ ば幸 いで す 、、

Webブ ラ ウ ザ ー 専 用 のMTソ フ トが 多 く市 販 され

る よ うに な りま した が 、 使 い 勝 手 は ど うな の で し ょ

うか、,使用 体 験 者 の 感 想 を聞 きた い と思 い ます 。 少

な くと も 、 こ う した ソ フ トは 翻 訳 者 を 対 象 と して は

い ない よ うで す,翻 訳 者 に とっ て の メ リ ッ トが 考 え

られ ない か らで す 、

7.多 言 語 の機 械 翻訳

MTと 言 え ば 、 日本 人 関 係 者 の 間 で は通 常 、 英 日、

日英 を指 す もの と相場 が 決 まっ て い ます が 、 こ れ か

らは 中 国 語 、 韓 国 語 、 英 語 以 外 の 欧 州 系 言 語 を対 象

とす るMTも 重 要 度 を増 して くる もの と思 わ れ ます 。

特 に 英 語 と欧 州 系 言語 との 近 似性 は 日本 語 と英 語 の

そ れ とは く らべ も の に な りませ ん か ら、MTソ フ ト

の実 用度 は か な り高 い もの と考 え られ ます 。 今 年 か

ら単 一通 貨ユ ー ロ が現 実 の もの とな っ た 現 在 、将 来

に か け て 欧州 との 関 わ り合 い は ます ます 深 ま り、 こ

の よ うなMTソ フ トに 対 す る需 要 は 著 し く増 大 す る

もの と思 わ れ ます 。

日本 で 発 売 され て い るGloba且ink社 の 日本 語 対 欧 州

系 言 語 のMTソ フ トも英 語 経 由 と聞 き ま した 。 日本

語 対 欧 州 系言 語MTソ フ トは まだ少 な い よ うで す が 、

こ れ は 日英 以 外 の言 語 ペ ア の研 究 の遅 れ 、 日本 側 の

コ ー パ ス(用 例 集)の 蓄積 の少 な さな どか ら考 え ら

れ る結 果 とは思 い ます が 、将 来 に か け て の進 化 を期

待 した い も の で す 。 私 の 限 ら れ た予 備 調 査 で は 、

Windows95」 で も上 記 の 親 ソ フ トGlobalinkのPower

Trans且ator(英 語 対 独 仏 伊 西 各語)は 作 動 す る よ う

で す 。 近 日中 に実 験 してみ た い希 望 を持 っ て い ます 。

個 人 的 な語 学 の 背 景 に な り ます が 、少 年 時 代 を 中 国

で 過 ご し、大 学 の 教 養 学 部 で フ ラ ン ス語 、 ラ テ ン語 、

ドイ ツ語 、 中 国 語 の授 業 を受 講 ない し聴 講 し、北 欧

系 の 企 業 に奉 職 し、 海 外 出 張 先 の 言 語 を泥 縄 で 学 習

した経 歴 か ら多 言 語 に 対 す る興 味 に は 人 一 倍 強 い も

の が あ ります 。

8.機 械 翻 訳 者 の 夢

MTが 今 日の隆 盛 を 見 る に至 っ た背 景 と して ハ ー ド

ウエ ア の 飛 躍 的 進 化 が あ り ます 。CPUの 高 速 化 、

HDD容 量 やRAM容 量 の 爆 発 的 増 大 、 CD-ROM

の メ デ ィアの 出 現 な どBravisデ ビ ュ ー 時 と は 比 較

に な らな い ほ どハ ー ドウエ ア環 境 の 充実 が あ げ られ

ます 。 こ れ か ら もハ ー ドウ エ ア環 境 は同 じペ ー ス あ

るい は そ れ以 上 の ペ ー スで 高 度 化 す る こ とが 予 想 さ

れ ます 。 コ ーパ スの 蓄 積 お よ び体 系 化 に は公 的 機 関

に よ る本 格 的 介 入 と速 や か な着 手 と実 行 、 メー カ ー

間 の 協 力 が 必 要で し ょ うが 、MTソ フ トの ア ル ゴ リ

ズ ム の 革 新 、AIの 実 用 化 とMTへ の 取 り込 み が 進

め ば 冗 句 とは な ら ないMTに よる 翻 訳 精 度 の 向 ヒが

現 実 の もの とな る の で は な い で しょ うか,、
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MTの 主題からは外れますが、日頃私 ども翻訳を生

業とする者の名称の不統一について触れておきたい

と思います,,通常、出版書籍の翻訳を行えば翻訳家、

技術文書の翻訳を行えば翻訳者、翻訳技術の審査機

関から翻訳 レベルの認定を受けて翻訳 を行えば翻訳

士となるようですが、用法上の便宜はともか く、翻

訳者の私には何とな く階級差別の匂いが します。将

来は一律に翻訳者という呼び名に統一されることを

望 み ます 。 そ の 上 で 、出 版 翻 訳 者 、産 業(ま た は技

術)翻 訳 者 、XX機 関 資 格 認 定 翻 訳 者 の よ う に 表現

す れ ば よい の で は ない で し ょうか,,

*株 式 会 社 ア ル ク翻 訳 事 典98佐 藤 洋 ・「プ ロの 翻訳

に必 要 な原 文 解 釈 力 と表 現 力 」p160/161

(森 本 健 一 、Eメ ー ル、 jemtrans@earthlink.nct)

難
驚織

事務局だより

委 員 の 交 替

次 の とお り委 員 の 交 替 が あ り ま した の で 、 お 知 らせ い た し ます 、,

[運営委員会]

退任 石崎  俊

就任 坂本 義行

慶鷹義塾大学

東京家政学院筑波女子大学

[編集委員会]

新任 熊野  明  株式会社 東芝
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技術摯発がり

コ ーパ ス か らの動 詞格 フ レー ムの獲 得

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 宇津呂武仁

1.は じめ に

 動 詞 の 格 フ レー ム(ま た は 下位 範 疇 化 フ レー ム)

とは 、 動 詞 が どの よ うな 格 を と り、 また格 要素 と し

て どの よ う な名 詞 を とる か を 記述 した もの で 、構 文

解 析 をは じめ と して 、 自然 言語 処 理 の様 々 な局 面 で

重 要 な役割 を担 って い る情 報 です 。例 え ば 、市 販 の

機 械 翻 訳 シス テ ム な どで は 、 格 フ レー ム に相 当す る

情 報 を内蔵 して 、構 文解 析 な どの段 階 で 、何 らかの

形 で使 用 して い る と考 え られ ます 。 格 フ レー ム の情

報 を一 般 利 用 者 に対 して 公 開 して い る もの と して は 、

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 技 術 セ ン タ ー(IPA)に よ っ

て 開発 さ れ たIPAL動 詞 辞 書[IPA87]が あ り ます 。

IPAL動 詞 辞 書 は 、 日本 語 の 和語 動 詞861語 につ い て 、

格 フ レー ム を含 む様 々な情 報 を計 算 機 上 で 記 述 した

もの で す 、,例え ば 、「買 う」 とい う動 詞 の辞 書 記 述 に

お い て は 、 四 つ の語 義 が設 定 され て お り、 各語 義 に

つ い て 以 下 の よ うな 格 フ レー ムが 記 述 され てい ます 。

1

2

3

4

(語義)代 金 を払 っ て何 か を 自分 の もの にす る

N1【humlorg】 ガN2【conlabs】 ヲ買 う

(語義)相 手 の ため に 自分 が 代 金 を払 って

    品物 を与 え る

N1【hum/org]ガN2[humlani】 二

   N3【con/abs】 ヲ買 う

(語義)自 分 の行 為 や関 連 した事 柄 で 、

    他 人 に悪 感 情 を起 こ させ る

N1【humlorg】 ガ(N2【abs】 デ)

(N3【humlorglabsl二/カ ラ)

N41men】 ヲ買 う

(語義)値 打 を認 め る

N1【hum/org】 ガN2[cha/men/act]ヲ 買 う

こ こ で 、hum(人 間)、org(組 織 ・機 関)、con(具 体

名 詞)、abs(抽 象 名 詞)、ani(動 物)、mcn(精 神)、cha

(性 質).act(動 作 ・作 用)な ど は 、 名 詞 の 意 味 素

性 を 表 し て お り 、IPAL動 詞 辞 爵 で は18個 程 度 の 意

味 素 性 を 用 い て 、 そ れ ぞ れ の 格 が と り う る 名 詞 の 意

味 的 な範 囲 を限 定 して い ます 。

 一 方 、 機 械 翻 訳 にお け る相 手 言 語 へ の訳 し分 け の

観 点 か ら、 大 規 模 かつ 詳 細 な動 詞 格 フ レー ム を記 述

した 辞 書 と して 、Nlrrで 開 発 され た 「日本 語 語 彙

体 系 」[池原97]が あ り ます 。 日本 語 の用 言 に つ い て

は、6,000語 の 用 言 の 格 フ レー ム14,㎜ パ ター ン を

記 述 して お り、 格 要 素 の名 詞 の 意 味 的制 約 の 記述 に

お い て は 、3,㎜ 種 類 の 意 味 属 性 を用 い て い ます 。

また 、 一 つ の 動 詞 の複 数 の語 義 を分 類 す る際 に は 、

翻 訳 の 際 に英 語 訳 が 同 じに な る か ど うか とい う観 点

で 、 語 義 が 分 類 され て い ます 。

 これ らの 格 フ レー ム辞 書 は 、 いず れ も、 人 間 の 辞

書 記 述 者 が た くさ んの 例 文 を収 集 し、 そ れ ら の例 文

な ど を分 析 した 後 、そ れ ぞ れ の 動 詞 の 用 法 を 格 フ レ

ー ム とい う形 で 書 き下 す こ と に よ っ て構 築 され た も

の で す 。 一 方 、 近 年 、 大 規 模 な コー パ スが 利 用 可 能

に な る の に 伴 っ て 、 形 態 素 ・構 文 情 報 の 付 与 され て

い な い コー パ ス や 、 逆 に形 態 素 ・構 文 情 報 の 付 与 さ

れ て い る コー パ スか ら 、動 詞 の 格 フ レー ム を 自動 も

し くは 半 自動 で 獲 得 す る手 法 の研 究 が 行 わ れ て い ま

す 。残 念 な が ら、現 時 点 にお い て は 、 辞 書 の 規 模 の

面 に お い て 、 人 手 で 構 築 され た 格 フ レー ム 辞 書 を上

回 る もの が 自動 的 また は 半 自動 的 に 構 築 され た とい

う事 例 は あ り ませ ん が 、 一般 に 、 自動 も し くは 半 自

動 で 格 フ レー ム 辞 書 を獲 得 す る とい うア プ ロー チ に

は 、以 下 の よ うな 利 点 が あ ります 。1

●膨大な人手コス トを軽減できる、,

●計算機により客観的に判断できる部分が多くな

 るので、構築された辞書中で互いに矛盾する部

 分を減らすことができる。

●分野ごとに異なる格フレーム辞書が必要な場合

 1コ ーパ スを利用 した 自然言語処理手法 につ いては 、近年盛 んに

研究 が行われ てお り、品 詞付 け ・形態素 解析、構文 解析、語義 曖

昧性解消 な どの処理 につ いては、規則 に基づ く手 法 と比較 して も、

同程度かそれ以 上の性能が得 られてい る もの も少 な くあ りませ ん

(た とえば、[Charniak97、量de98、言語処理学 会99]1。
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  に、それぞれの分野のコーパスが用意できれば、

  低コス トで分野依存の格フレーム辞書が構築で

  きる。

 ●格フレーム獲得の際の格フレームの評価基準を

  柔軟に調節することにより、獲得 される格フレ

  ーム辞書が柔軟に調節できる可能性がある。

 ここでは、コーパスから格フレームを獲得する手

法に関する研究を以下のような観点で分類 し、それ

ぞれの研究について解説 していきます。まず、元と

なるコーパスがあらかじめ解析済であるか否かによ

って、大きく以下の二つの分類することができます。

(1)未 解 析 コー パ ス か らの動 詞 格 パ タ ー ンの 抽 出

(2)構 文 解 析 済 コー パ ス か らの 動 詞 格 フ レーム の 獲

 得

さら に、(2)に つ い て は 、 格 フ レー ムの 記 述 内 容 の う

ち 、 どの 部 分 の 獲 得 に焦 点 を当 て るか に よ っ て 、以

下 の研 究 に細 か く分 類 す る こ とが で き ます 。

(2a)格 要素の意味的汎化レベルの学習

(2b)格 の間の依存関係の学習

(2c)動 詞の語義の分類

(2d)下 位範疇化優先度の学習

以 下 で は 、 こ れ らの 分 類 に した が っ て 、解 説 を して

い き ます。

2.未 解 析 コ ーパ ス か らの 動 詞 格 バ タ ー ン の抽 出

 この タ イ プ の研 究[Brent93、 Manning93、 Briscoe

97]で は 、対 象 と して い る言 語 は 、 そ の ほ とん どが

英 語 で 、未 解析 の英 語 コ ー パ スに 対 して 、 パ ター ン

マ ッチ ン グあ る い は 簡単 な解 析 を施 す こ と に よ り、

各 動 詞 が と り うる 格 パ ター ン を抽 出 します,,こ こで 、

獲 得 の 対 象 とな る 格 パ ター ン と呼 ん で い る もの は 、

前 節 のIPAL動 詞 辞書 の 例 の よ う に、 動 詞 が と り う

る格 お よび 格 要 素 の 名 詞 の 意 味 的 制 約 の う ち、 動 詞

が と りうる 格 の み を記 述 した もの で す 。 例 えば 、 英

語 の 場 合 、主 語+目 的 語 、 主語+that節 、 主 語+不

定 詞 句 、主 語+目 的 語+that節 、 セ語+目 的 語+不

定 詞 句 、 主 語+二 重 目的 語 、 な どの 文 型パ ター ンが

こ こで の 格 パ ター ン に相 当 します,こ れ らの 研 究 に

お い て は、 以 下 の 手順 に した が っ て 、動 詞 の 格 バ タ

一 ンが 抽 出 され ます。

2.1 未解 析 コ ーパ ス に対 す る言 語 解 析

 まず 、 未 解 析 コ ー パ ス に対 して 、何 らか の言 語 解

析 を行 い ます 。 こ の際 に は 、 言語 解 析 結 果 の 曖 昧 性

は 考慮 せ ず に比 較 的浅 い処 理 の み を行 い 、 もっ と も

信 頼性 が 高 く、 解 析 誤 り も少 な い と考 え られ る結 果

の み を選 定 し、後 の処 理 に利 用 し ます 。 た と え ば 、

〔Manning93]で は 、 品 詞 付 け の 後 、有 限 状 態 パ ー

サ ー に よる 構 文 解 析 結 果 で曖 昧 性 の ない 部 分 の み を

同 定 し、 ま た 、[Briscoe97]で は 、 同 様 に 品 詞 付 け

の 後 、確 率 的LRパ ーサ ー の 最 尤 解 の み を利 用 し ま

す 。 一 方 、[Brent93]で は 、 品 詞 付 け ・構 文 解 析 な

どは行 わ な くて も確 実 に抽 出で き る格 パ ター ンの み

を対 象 と し、 代 名 詞 ・冠 詞 ・助 動 詞 ・接 続 詞 な ど の

クロ ー ズ ・ク ラ ス語 の 辞書 とこ れ を利 用 した パ ター

ンの み を 用 い て い ます 。

2.2バ ター ンマ ッチ ン グ に よ る格 バ ター ンの 検 出

 次 に、 あ ら か じめ抽 出 の対 象 とす る格 パ タ ー ンに

つ い て 、 その 形 を 記 述 して お き、言 語 解 析 結 果 との

間 で パ タ ー ンマ ッチ ン グ を行 うこ とに よ り、格 パ タ

ー ン を 検 出 し ま す
。[Brent93]で は 、品 詞 付 け ・構

文 解 析 な どは行 わ な くて も確実 に抽 出で きる 格 パ タ

ー ン と して 、主 語+目 的 語 、主 語+that節 、 主 語+

不 定 詞句 、 主 語+目 的 語+that節 、主 語+目 的 語+

不 定 詞 句 、主 語+二 重 目的語 の6種 類 を対 象 と して

い ます 。 一 方 、[Manning93]で は 、19種 類 の テ ン プ

レー トお よ び そ の う ち前 置 詞 を語 彙 化 した格 パ ター

ンを 、[Briscoe97]で は 、160種 類 の 格 パ タ ー ン を 対

象 と して い ます,,

2.3統 計 的 フ ィル タ リ ン グ

 最 後 の 処 理 と して 、[Brent93]は 、抽 出 され た 格

パ ター ンが どの 程 度 信 頼 で き るか を 、統 計 的 検定 法

を 用 い て 判 定 す る 方 法 を提 案 し ま し た 、,また 、

[Manning93、 Briscoe97]に つ い て も 、 こ の 方 法 を

採 用 して い ます,,

2.4評 価

 事 例 と して 挙 げ た 各研 究[Brcnt93、 Manning93、

Briscoe97]は 、 対 象 とす る格 パ ター ンの 数 と種 類

が 異 な るの で 、 単純 な比 較 はで き ませ ん が 、 対 象 と
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図1 動詞 「飛ぶ」の主語となる名詞クラスの最適

   な一般化レベル

す る 格 パ ター ンを6種 類 に限 定 し、 再 現 率 は 低 くて

も よ い か ら信 頼性 の 高 い 結 果 を 目標 と した[Brent

93]に お い て は 、元 と な った コー パ ス に対 して 、 格

パ ター ンの タ イ プの レベ ルで60%の 再 現 率 ・96%の

適 合 率 を 達 成 し て い ます 。 一 方 、[Briscoe97]で は 、

対 象 と した160種 類 の 格 パ タ ー ンに 対 して 、43%の

再現 率 ・77%の 適 合 率 を達 成 して い ますU

3.格 要 素 の 意 味 的 汎化 レベ ル の学 習

 格 フ レー ムの 記 述 にお い て は 、動 詞 が そ れ ぞ れ の

格 の格 要素 と して どの よ うな 名 詞 を と り うる の か を

指 定 す る必 要 が あ り、 通常 、 何 らか の 意味 素性 また

は シ ソ ー ラ ス な どの 大 規 模 な 意味 体系 中 の意 味 属 性

を用 い て 、 格 要 素 の 名 詞 の 意味 的 な範 囲 を指 定 しま

す,,一 方、 コー パ スか ら格 フ レー ム を獲 得 す る際 に

は 、格 要 素 の 名 詞 の 事例 を入 力 と して 、 シ ソ ー ラ ス

な どの 大 規 模 な意味 体 系 中 で 、格 要素 の名 詞 の 意 味

的 制 約 の 最 適 な 一般 化 レベ ル を決 定 す る必 要が あ り

ます,,こ れ は 、例 え ば 、図1に 示 す よ う に、動 詞 「飛

ぶ 」 の 主 語 の 用 例 が 多数 与 え られ た時 に、 図 中 の 名

詞 ク ラ ス階層 に お い て最 適 な.一・般 化 レベ ル を決 定 す

る 問 題 に 相 当 し ます,

 この 問 題 に 対 して 、[Resnik92]は 、[Church90]の

相'1二情 報 量 を用 い た 単語 間 共 起 の 抽11111一法 を拡 張 し

て 、動 詞 と格 要 素の 名詞 クラ ス問 の 共 起 を 測定 す る

Association Scoreを 提 案 し、この 尺 度 を用 い て 、動 詞

と 目的 語 の 名 詞 ク ラ スの 間 の 共 起 性 を測 定 し ま した。

あ る動 詞Vが 格rの 格 要 素 と して 名 詞 ク ラ スCを と

る場 合 の 共 起 性 を表 すAssociation Score A(c lり, r)

は、 レの 格rの 格 要 素 にcが 出現 す る条 件 付 き確 率

と格rの も とで の りとcの 相 互 情 報 量 を 全 コー パ ス

か ら求 め 、 これ らの 積 と して 以 下 の よ うに定 義 され

ます 。

            P(clレ のA(
clv,r) °P(clv,r)log            

P(c)

こ こ で 、 第 一 項 の 条 件 付 き確 率 がVとCの 共 起 の

一 般 性 を 表 し
、 第 二 項 の 相 互 情 報 量 がVとcの 共

起 の 強 さ を表 します 。 表1に 、 無 作 為 に抽 出 した15

個 の 英 語 動 詞 につ い て 、Association Scoreの 値 が 最

も高 か った 目的 語 の 名 詞 ク ラス を示 します 。 た だ し、

名 詞 ク ラ ス と して は 、WordNet[Miller95]の 名 詞

ク ラ ス を用 い て お り、 そ れ ぞ れ 、"〈単 語 、類 義 語 の

集 合 〉"によっ て 記 述 され て い ます 。

 また 、[Lig8]は 、 木 構 造状 の シ ソー ラ ス の カ ッ ト

上 の 確 率 モ デ ル を 用 い て 格 要 素 の 名 詞 の 意 味 的 制 約

を表 す 確 率 モ デ ル を定 義 し、 記 述 長 最 小(MDL)

原 理[Rissanen89]に 基 づ い て 、動 詞 と 格 要 素 の 名

詞 の事 例 か らこ の確 率 モ デ ル を学 習 す る 手 法 を提 案

し ま し た。 例 と して 、WordNet[Miller95]を 木 構

造 状 に 変 換 した シ ソ ー ラ ス 上 で 、 動 詞"ぞ α'"の 目

的語 の意 味 的 制 約 を表 す 確 率 モ デ ル を学 習 した結 果

を 、 図2に 示 し ます 。 図 中 の数 値 は 、 そ れ ぞ れ の 意

味 的 制 約 が 動 詞"eat"の 目 的 語 と な る 確 率 値 を 表

して い ます 。[Lig8]は また 、学 習 され た 意 味 的 制 約

を英 語 の 前置 詞 句 付 加 の問 題 に応 用 し、 そ の評 価 を

行 っ てい ます 、、そ の 結 果 、[Resnik92]のAssociation

Scoreに よ く似 たSelectional Association[Resnik93]

と比 較 して 、[Lig8]の 確 率 モ デ ル の 方 が 高 い 精 度 を

達 成 した と 報告 して い ます 、、

4.格 の 間 の依 存関 係 の 学 習

 格 フ レー ム の 記 述 に お い て は 、 そ れ ぞ れ の フ レー

ム ご とに 、 動 詞 が と りうる 格 の 組 合 わ せ を指 定 して

お く必 要 が あ り ます が 、 コー パ ス か らの 格 フ レー ム

獲 得 に お い て も、動 詞 と格 要 素 の 名 詞 の 共 起 の 事例

か ら、 動 詞 が どの よ うな 格 のiil合 せ を と りうる の か

を 決定 しな け れ ば な り ませ ん,、また 、.…般 に 、 動 詞
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表1:[Resnik92]に よ って 抽 出 され た 典 型 的 な 目的 語 の ク ラ ス

A(v,c) 動詞v 目的語の クラスc 目的語の例

0.16

0.30

2.39

1.15

3.64

0.27

1.76

0.45

0.81

2.29

o.as

0.39

0.66

0.34

0.45

call

catch

climb

close

cook

draw

eat

forget

ignore

mix

move

need

stop

take

work

(someone,[person]

(looking_at,[look])

(stair,[step]

〈movable-barrier,【_】 〉

(meal,[repast])

(cord,[cord)

(nutrient,[food])

(conception,[concept])

(question,[problem)

(intoxicant,[alcohol])

(article_of_commerce,[...]j

(helping,[aid])

(vehicle,[vehicle])

〈spatiaLproperty,【...]〉

(change_of_place,[...])

(pname, man,...

(eye)

(step,stair)

(door)

(meal,supper,dinner)

(line,thread,yarn)

(egg,cereal,meal,mussel,celery,chicken,...)

(possibility,name,word,rule,order)

(problem,question)

(martini,liquor)

(comb,arm,driver,switch,bit,furniture,...)

(assistance,hellp,support,service,...)

(engine,wheel,car,tractor,machine,bus)

(position,attitude,place,shape,form,...)

(way,shift)

TOP

<entity> <abstraction>

0.10

一般化 レベル
・life」。m… ・0

.11
<object> 〈measure,quantity,amount,...〉 <space> <time>

0,08

〈plant...〉 〈animal_〉

     i
<mushr◎ ◎m> 〈lobster>

<substance>      <art'rfaCt...>

0.39/

      <solid>  <fluid>  〈...〉

  ¶       〆  ＼
<horse>           <10bster>  〈pizza>

 、
<「ope>

図2:[Lig8]に よ り学 習 され た動 詞'eat"の a的 語 の 名 詞 ク ラ スの 最適 な ・般 化 レベ ル
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表2  [Lig6]に よ り抽 出 され た 格 の 問 の 依 存 関 係

詞動

add

blame

buy

climb

compare

convert

defend

explain

file

focus

acquire

apply

boost

climb

fall

grow

improve

raise

sell

think

依存関係にある格

object

object

object

object

object

object

object

object

object

object

from

for

from

from

from

from

from

from

to

of

to

for

for

from

with

to

against

to

against

on

for

to

to

to

to

to

to

to

for

as

の 格 に は 、必 ず 共起 しな け れ ば な らな い必 須 格 とよ

ば れ る 格 と、必 ず し も共起 しな くて もよい 任 意 格 と

い う格 の 区 別 が あ り、 よ り厳 密 に は 、 この 区 別 も決

定 しな け れ ば な り ませ ん。 また 、一二つ 以 上 の 格 の 間

に 、 正 また は 負 の 共起 の依 存 関 係(す な わ ち 共起 的

また は排 他 的 な 依 存 関係)が あ る場 合 に は 、 この 依

存 関 係 も学 習す る必 要が あ り ます 、、

 これ らの 問題 に対 して 、[Lig6]は 、格 が 二 つ の 場

合 に 限定 して 格 の問 の依 存関 係 を学 習 す る 手法 を提

案 し て い ます 、[Lig6]は 、 記 述 長 最 小(MDL)原

理[Rissanen89]に 基 づ い て 、二 つ の 確 率 変 数 の 間

の 依 存 関係 を判 定 す る手 法[Suzukig3]を 用 い る こ

とに よ り、 二つ の格 が 依 存 関 係 にあ る か 否 か を判 定

して い ます 、、この 方法 で 、 英語 の 動 詞 の 格 の う ち依

存 関係 が あ る と 判定 され た もの の 例 を表2に 示 しま

す 、 また 、[Lig6]は 、 これ らの 依 存 関 係 を 、 英語 の

前 置 詞句 付 加のlllj題に適 川 した 結 果 、 格 の 依 存 関 係

を 考慮 しな い[Lig8]の 方法 よ り も高 い 精 度 を達 成

した と報 告 して い ます ただ し、[Lig8]で 依 存 関 係

が 判 定 で きた の は 、 格 の レベ ル の 問の み で 、格 要 素

の 意味 的 制 約 の 間 で は依 存関 係 を検 出す る こ と はで

き ませ ん で した 。

 また 、[春野95]は 、複 数 の格 お よ び そ れ らの 格 の

格 要 素 の 意 味 的 制 約 の記 述 を 許 した一 般 的 な格 フ レ

ー ム の 獲 得 に お い て
、記 述 長 最 小(MDL)原 理

[Rissanen89]と 同 様 の 考 え 方 に基 づ く手 法 を 提 案

して い ます 。 こ の方 法 に よ り、 日本語 動 詞 の格 フ レ

ー ム獲 得 を行 っ た結 果 、 複 数 の格 に対 して 意味 的制

約 を持 つ 格 フ レー ム が獲 得 され て い ます 。 こ の 方法

は 、 格 の 依 存 関 係 を 明示 的 に判 定 して い る わ け で は

あ りませ んが 、 格 フ レー ム の コ ンパ ク トさの観 点 か

ら、 複 数 の 格 を持 つ 格 フ レー ムが よ り適 切 で あ る と

判 定 され て い る と考 え る こ とが で き ます 。

5.動 詞 の 語 義 の 分 類

 一 般 に、 格 フ レー ム を 記述 す る際 に は 、動 詞 の語

義 の 違 い を考 慮 して 、語 義 ご と に格 フ レー ム を 記述

す る必 要 が あ る ため 、 コ ー パ ス か らの 格 フ レー ム獲

得 にお い て も、 自動 的 も し くは半 自動 的 に動 詞 の語

義 の 区 別 を行 い 、語 義 ご とに 格 フ レー ム を獲 得 す る

必 要 が あ ります 。

 この 問 題 に対 して 、 た と え ば 、[春野95]の 方 法 で

は 、 格 フ レーム の コ ンパ ク トさに 基づ いて 、一 つ の

動 詞 に対 して 複 数の 格 フ レー ム を獲 得 す る こ とが で

き ます 。 また 、[宇津 呂93、Utsuro96]で は 、 単 言 語

の情 報 だ け で な く、二 言 語 が 対 訳 に な った コー パ ス

を利 用 す る こ と に よ り、単 言 語 の 動 詞 の 多義 性 を よ

りきめ 細 か く類 別 す る手 法 を提 案 して い ます 。 一 般

に 、 単 言語 の情 報 だ け を利 用 す る場 合 には 、格 要素

の 名 詞 が そ の 言 語 の シ ソ ー ラ ス中 で どの よ う な分 布

を して い る か を調 べ る こ と に よ り、動 詞 の 複 数 の 語

義 を類 別 す る こ と しか で き ませ ん 、,しか し、 一一 語

の情 報 を利 用 す る こ とが で きれ ば 、格 要素 の 名 詞 の

シ ソー ラ ス中 で の 分 布 の 微 妙 な違 い を、 他 言語 へ の

翻訳 結 果 の 違 い に よ って 検 出 す る こ とが で きる とい

う利点 が あ り ます,,

 例 え ば 、[Utsuro96]で は 、 日 英 の 対 訳 文 を

[Matsumoto93]の 方法 に よ り構 造 的 に照 合 した結

果 に お い て 、 英 語動 詞 の 英 語 シ ソー ラ ス中 の 意味 ク

ラ ス と、 格 要 素 の 名 詞 の 日本 語 シ ソー ラス 中 の 意味

クラ ス の 間 で 相 η:情報 量 を計 算 し、 用 例 全 体 の('F'

均)相 圧情 報 量が 最 大 に なる よ うに 、 日本語 動 詞の
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表3 [Utsuro96]に よる 他動 詞/自 動 詞 の 用 法 の 類別 の例

1日 本 語 動 詞ll英 語 クラ ス(CE)1日 本 語 フ レー ム(ノJ)(シ ソー ラス 中の レベ ル,例)

張る

ひ く

ひ ら く

かなう

expensive(Leaf)/が:値(Leaf)

Special Sensation(Leaf-3, freeze)/が:15130-11-10(Leaf,氷)

Acts(Leaf-2, persist,stick to)/を:13040(Levels,強 情)

Decrease(Leaf-1, subside)/が:151(Level3,洪 水)

Results of Reasoning(Leaf-2, catch, have)1を:1586(}11(Level6,風 邪)

Intellect(Level1,0pen)1が:14(生 産 物)(Leve12,戸)

hold(Leaf)!を:13510-1(Leve16,会 合)

Completion(Leaf-1, realize)!が:1304(Level4,願 い)

Quantity(Leaf-3, equaり1に:12000-3-10(Leaf,彼)

1用 例数

3

3

7

2

26

12

3

8

8

相互情報剰

0.299

0.237

0.459

o.ios

0.421

0.339

0ユ14

0.460

0.504

語 義 分 類 を決 定 す る方 法 を提 案 して い ます 。 例 と し

て 、英 語 シ ソ ー ラ ス と し てRogetの シ ソ ー ラ ス

[Rogetll]を 、 日本 語 シ ソ ー ラ ス と して 分 類 語 彙

表[国 研93]を 用 い た 場 合 に 、 [Utsuro96]の 方 法

に よ り、 日本 語 の 多義 動 詞 の他 動 詞/自 動 詞 用 法 を

類 別 した結 果 を表3に 示 し ます 。 表3か ら分 か る よ

うに 、英 語 側 の 動 詞 の 意 味 クラ ス と 日本 語 側 の格 お

よび 格 要 素の 名詞 の意 味 クラ ス の組 の 一 つ 一 つが 、

多義 動 詞 の そ れぞ れ の語 義 に対 応 す る とい う結 果 が

得 られ て い ます 。 また 、実 験 の 規模 は小 さい です が 、

[Utsuro96]の 方 法 に よ り動 詞 の 用例 の 語 義 分 類 を

行 っ た結 果 と、 人手 で語 義 分類 を行 っ た 結果 を比 較

す る と、 複 数 の 語 義 が 誤 っ て 混 在 す る 割 合 は 約6.7

%で 、 また 、語 義 数 の比 較 に お い て は 、 人手 に よる

分 類 の 語 義 数 と比 べ て 、 自 動 分 類 で は約2.5倍 の 語

義 数 に な る い う結 果 が 得 られ て い ます 。

6.下 位 範疇 化 優 先 度 の学 習

 これ まで 、3、4、5節 で は 、 主 と して 、 格 フ レ

ー ムの 記 述 内 容 の 様 々 な部 分 に焦 点 を 当 てて 、そ れ

らの 部 分 に関 す る 情 報 を コー パ スか ら獲 得 す る手 法

につ い て 解 説 して き ま した 、,一方 、 自然 言 語 処 理 の

過 程 にお い て 格 フ レー ム を利 用 す る場 合 、最 も重 要

な利 用 法 の 一 つ と して 、構 文解 析 にお け る統 語 的 曖

昧 性 解 消 で の 利 用 が あ ります 、,したが っ て 、 コー パ

スか ら格 フ レーム を獲 得 す る際 に も、構 文解 析 にお

け る統 語 的 曖 昧 性 解 消 を}三目的 と し、 こ の性 能 が 最

適 化 され る よ う に格 フ レー ム を獲 得 す る とい うア プ

ロ ー チ を 考 え る こ とが で き ます 、

 例 え ば 、 こ れ まで 紹 介 した研 究 の うち 、格 要 素の

名 詞 の 汎 化 レベ ル の学 習 を行 う手法(3節)で は 、

[Resnik93]のSelectional Associationや[Li98]の

確 率 モ デ ル を 英語 の 前 置 詞 句 付 加 の 問 題 に 適 用 し、

統 語 的 曖 昧 性 解消 の性 能 を評 価 して い ま した 。 しか

し、 これ ら の研 究 は 、

●統 語 的曖 昧性 解 消 の性 能 を最適 化す る こ と を主

 目的 と して 格 フ レー ム を獲 得 して い な い 。

●一 つ の 格 の 格 要 素 の 意 味 的 汎 化 レベ ル の 学 習 に

 と ど まっ て お り、 複 数 の 格 を持 つ 一・般 の 格 フ レ

 ー ム を 対 象 と して い ない

と い っ た点 で 、 格 フ レー ム を用 い た 統語 的 曖 昧 性 解

消 とい う観 点 か らは 十分 で は あ りませ ん で した,,

 こ れ に対 して 、[Utsuro98]で は 、統 語 的 曖 昧 性 解

消 の性 能 を 最 適 化 す る こ と を主 目的 と して 、 複 数 の

格 を持 つ 一般 の 格 フ レー ム を対 象 と して 、 動 詞 が 格

要 素 を とる(「下 位 範 疇 化 す る」 と もい い ます 〉 優 先

度(以 下 で は 、下 位 範 疇 化優 先度 と呼 び ます)を 学

習 す る手 法 を提 案 して い ます 、[UtsurogH]の 方 法 は 、

基 本 的 には 、[Lig8]の 方法 と同 様 に 、動 詞 が 格 要 素

の 名 詞 を下 位 範 疇 化す る確 率 を表 す 確 率 モ デ ル を学

習 す る とい う もの で す、、この 確 率 モ デ ルの 学 習 の 際

に は 、i)そ れ ぞ れ の 格 要 素 の 名 詞 の 意 味 的 制 約 は

どの 程 度 の 汎 化 レベ ルで 記述 す れ ば よい か 、ii)格

の 間 に どの よ うな依 存 関 係が あ るか 、の:つ の こ と

を決 定 す る必 要 が あ ります「 これ らの1つ の 情 報 は

お 互 い に複 雑 に 関 係 し合 うの で 、[Utsur〔〕98]で は 、

これ らの 複 雑 に 関 係 し合 う情 報 を統 ・的 に取 り扱 え

る モ デ ル と して 、 最 大 エ ン トロ ピ ー モ デ ル[Dclla
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Pietra97、 Berger96]を 採 用 し て い ます 。 ま た 、モ

デ ル選 択 の 際 の モ デ ル評 価 基 準 と して は 、1)記 述

長 最 小(MDL)原 理[Rissanen89]に 基 づ く基 準 、

2)統 語 的 曖 昧 性 解 消 の性 能 を直接 評 価 す る基 準 と

して 、 別 途 用 意 した デ ー タセ ッ トを用 い た下 位 範 疇

化 テ ス トに 基 づ く基 準 、 の 二 つ の 基準 を併 用 してい

ます 。 具 体 的 に は 、 まず 、 デ ー タス パ ー ス性 の 問 題

を考慮 し、 また 、 モ デ ル の探 索 空 間 を制 限 す る ため

に 、1)のMDL原 理 を 用 い て モ デ ル探 索 を 行 い 、

次 に、2)の 下 位 範疇 化 テ ス トに よ っ てモ デ ル探 索

過 程 で 得 られ た 各 モ デ ル を評 価 し、最 適 なモ デ ル を

選択 します 。小 規模 な実 験 の結 果 で は 、格 の 依 存 関

係 を許 さな い モ デ ル 、最 も汎 化 レベ ルの 高 い モ デ ル 、

記 述 長 最小 モ デ ル な どの どの 対 照 モ デ ル と比 較 して

も、 こ の手 順 で 選択 され たモ デ ルの 方 が 高 い 性 能 を

達 成 して い ます 、,

7.お わ り に

 コー パ ス か ら格 フ レー ム を獲 得 す る手 法 に つ い て 、

利 用す る コ ー パ スの 形態 の 違 い や 、 格 フ レー ム の 記

述 の うち獲 得 対 象 とす る部 分 の 違 い を考 慮 して 、 そ

れ ぞ れ の研 究 事例 の 紹 介 を行 って き ま した 。 最 後 に 、

こ れ まで で 触 れ る こ とが で き なか った 事 項 に つ い て

い くつ か触 れ た い と思 い ます,,

 まず 、 (特 に構 文 解 析 済 コー パ スか ら格 フ レー ム

を獲 得 す る際 に)獲 得 され た 格 フ レー ム を どの よ う

に評 価 す れ ば よい か につ い て で す が 、 こ れ までの 研

究 で 行 わ れ て きた 評 価 方 法 を 整理 す る と、大 き く次

の 二 つ に分 け る こ とが で き ます,,

a>人 間 用 の 辞 書 や 人 手 で 記述 され た 格 フ レー ム

  辞 書 な ど と比 較 して 、 どの程 度 の 格 フ レー ム

  が 獲 得 され た か を評 価す る,

b)獲 得 され た 格 フ レー ム を統 語 解 析 等 に利 用 し、

 統 語 的 曖昧 性 解 消 の 性 能 で 評 価 す る、,

この う ち、a)の 方 は 、い わば 、 人間 が 見 て 格 フ レ

ー ム が どの程 度 理 解 しやす く直 観 と …致 して い る か

とい う基準 に 相 当す るの に対 し、逆 にb)の 方 は 、

計 算 機が 統 語 的曖 昧 性 解 消 の 処 ∫「艮を行 う際 に 、 そ こ

で利 用す る格 フ レーム が どの 程 度 妥 当で あ る か とい

う基準 に 相 当 します した が っ て 、 こ れ らの 二つ の

方法 に よ る評 価 結 果が 矛盾 す る1可能性 は1』分 にあ り、

例 え ば 、統 語 的 曖 昧 性 7削 こお い て は 、動 詞 の 複 数

の 語 義 を どの よ う に分 類 す る か とい うこ と(5節)

は あ ま り問 題 に は な り ませ ん,ま た 、 こ の 二 つ の 評

価 方 法 の う ち、b)の 方 は 、統 語 的曖 昧性 解消 の性

能 とい う客 観 的 な 尺 度 で 評 価 で き る の に対 して 、

a)の 方 は 、評 価 の 際 に用 い る既 存 の 辞書 の影 響 を

受 けや す く、あ ま り客 観 的 な評 価 と は い え ませ ん。

この よ う に 、現 在 の と こ ろ、 人間 が見 て格 フ レー ム

が どの 程 度 理 解 しや す く直 観 と一 致 して い る か とい

う基 準 で 、 格 フ レー ムの 客 観 的 評 価 を行 うこ とは容

易 で は あ りませ ん 。

 この よ う な現 状 をふ ま えて 、[中塚98]で は 、格 フ

レー ム の完 全 な 自動 獲 得 を 目指 す の で は な く、 格 フ

レー ム 獲 得 に お け る計 算 機 と 人間 の 役 割 分 担 を行 い 、

計 算 機 に よる 判 断 が 困 難 な部 分 や 計 算 機 の 判 断 が 誤

っ た 部 分 に つ い て 、 人 間 が 柔 軟 に判 定 ・修 正 を行 え

る よ うな 支援 環 境 を作 成 して い ます 。 この 支援 環 境

は 、 図3の よ うな イ ン タ フェ ー ス を持 ち、 人間 は 、

格 フ レー ム の階 層 的 クラ ス タ リ ン グ ・格 要 素 の 名 詞

の 意味 的制 約 の シ ソー ラ ス ・コー パ ス中 の 用 例 な ど

を 柔軟 に 閲 覧 しなが ら、 各 人 の 基 準 に した が っ て 、

格 フ レー ム の取 捨 ・選択 を行 うこ とが で き ます 。

 また 、 こ れ まで紹 介 して きた技 術 は 、 い ず れ も コ

ー パ ス か ら格 フ レー ム を獲 得 す る た め に 開 発 され た

要 素 技 術 で す が 、 こ れ ら の技 術 は 、 人 手 で構 築 され

た 既 存 の 格 フ レー ム辞 書 を客 観 的 に検 証す る とい う

目的 に も適 用 で き る と考 え ら れ ます 。 現 在 の と こ ろ 、

そ の よ う な研 究 事 例 は ま だあ り ませ んが 、今 後 は そ

の よ う な方 向 の研 究 も行 わ れ る と思 わ れ ます 、,また 、

機 械 翻 訳 で の 利 用 を 目的 と して 、 こ こで 紹 介 した技

術 と密 接 な 関 係 にあ る手 法 に よ って 翻 訳 知 識 を獲 得

す る と い う研 究 も い く つ か あ り ま す(例 え ば 、

[Almuallim94、 田 中95、 北 村96]),,な お 、 格 フ レー

ム 獲 得 と翻 訳 知 識獲 得 の 大 きな違 い と して は 、 翻 訳

知 識 の場 合 に は 、 相 手 言 語へ の 訳 し分 け の 観点 か ら

翻訳 知 識 が細 か く分類 され る とい う点 が 挙 げ られ る

で し ょ う,,
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事務局だより

Eメ ール ア ドレスの 変 更

 AAMT事 務 局 のEメ ー ル ア ドレスが 、4月1日 か ら い ず れ もor→neに 変 更 に な り ま した の で 、訂 正 く

だ さい ます よ うお願 い い た し ます 。

     (旧)

JWD O5467@nifty.or.jp y

aamt OOOI@in量'otokyo.〔}rjp →

aamt OOO2@infoこokyo.orJP →

aam吐0003@infouiky〔 ⊃.orjp →

   (新)

JDW O5467@nifty.ne.jp

aamt oOO1@infotokyo,nc. .IP

aamt(X)02@infokikyi)。nc. .IP

aamt(X}03@infotoky《i.nc. _IP
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Java言 語 に よ る機 械 翻 訳 シス テ ムの 実 現
             沖電気工業株式会社 研究開発本部

             関西総合研究所 自然言語プロジェク ト 永田 淳次

1 は じめ に

 機械 翻訳 シ ス テ ム を設 計 す る にあ た り常 に重 要 視

して い る の は翻 訳 品 質 で あ る、,現在 、 よ り品 質 の 高

い 翻 訳結 果 を得 る ため に、 新 た な機 械 翻 訳 シ ステ ム

の研 究 開 発 を行 っ て お り、Java言 語 で 記 述 す る こ

とを検 討 した。

 機械 翻 訳 シ ス テ ムの 実現 にお い て 、 そ の 実 装 に使

用 す る プ ロ グ ラ ミン グ言語 に よっ て 実現 す る 機 能 が

変 化す る こ と は ない 。 どの プ ロ グ ラ ミン グ言 語 を選

択 す る かが 重 要 で は ない とい う考 え 方 が あ る 。 沖 電

気 が 開 発 した 機 械 翻 訳 シ ス テ ムPENSEEは 、 C言

語 で 記 述 され て い る。C言 語 もJava言 語 も プ ロ グ

ラ ミング言 語 の 一 種 で あ り、 そ の実 現 の 面 だ け を と

らえ る と大 差 は ない が 、 そ の潜 在 能 力 の 違 い は 大 き

な も の が あ る 。我 々 は 、Java言 語 で 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム の実 現 を試 み て お りそ の差 の大 き さ を実 感 して

い る。

 本稿 で は、 新 た に研 究 開 発 して い る 機 械 翻 訳 シス

テ ム の 設計 思 想 と 、Java言 語 を 選 択 した 理 由 に つ

い て 述 べ る 。Java言 語 の 採 用 は研 究 開 発 者 に と っ

て メ リ ッ トが あ る だ け で な く、利 用 者 に とっ て も大

き な利 益 が あ る こ とを理 解 して い た だ け れ ば幸 い で

あ る。

2 PENSEE

 沖 グ ル ー プ は 、 手 軽 に 、 安 く 、 使 い 易 く を コ ン セ

プ ト と し て94年5月 に 機 械 翻 訳 シ ス テ ムWindows

版PENSEEを リ リ ー ス[1]し た 、、 バ ー ソ ナ ル ユ

ー ス を 目 的 と し た 本 シ ス テ ム はPC市 場 の 拡 大 と と

も に ユ ー ザ に 受 け 入 れ られ た 、,こ の シ ス テ ム 以 外 に

もDTPシ ス テ ム と 融 合 し たPENSEE-GV[2]、

「Let's Enjoy lnternet Surfing.」 を 設 計 コ ン セ プ トと

し 、Webペ ー ジ の テ キ ス トを 翻 訳 す るPENSEE for

Internet[3]を 商 品 化 し、 提 供 し て き た

 PENSEEは 、 こ の よ う に 多 種 多 様 な シ ス テ ム ヒで

動 作 して い る,,特 定 の 機 種(OSや コ ン ピ ュ ー タ 〉

に は 依 存 し な い 形 で 設 計 さ れ て い る PENSEEは 、

利 用 者 との 間 を と るMMI部 、 翻 訳 知 識 が 格 納 され

て い る 文 法 ・辞 書 部 、そ して 翻訳 知 識 を解 釈 し実 行

す る翻訳 エ ン ジ ンの 三 要 素 で構 成 され て い る。

 文法 ・辞 書 は 、 翻 訳 結 果 の 品 質 を左 右 す る重 要 な

部 分 で あ る 。 よ り良 い 品 質 を得 る た め には 十 分 な文

法 ・辞 書 が必 要 で あ るが 、 短 時 間 で大 量 に用 意 す る

こ とは 難 しい、,その た め 、効 率 良 く文 法 ・辞 書 を 開

発 で きる こ と、 また コ ン ピュ ー タの 知 識 が 無 くて も

開 発 で きる こ と を 目的 と して 、 文 法 ・辞 書 の 部 分 と

そ れ を解 釈 し実 行 す る 部 分 とに 分 け た 。 文 法 ・辞 書

の 追加 を 簡単 に行 う こ とが で き、 品 質 向 上 の 簡 単 化

が 図 れ る。 こ れ に よ り翻 訳 知識 を 豊富 に持 つ 人が 、

効 率 良 く、文 法 ・辞 書 を 開 発 して お り、PENSEEの

翻訳 品 質 を 少 な い労 力 で 高 い レベ ル に す る こ と に貢

献 して い る、,この実 行 部 分 を 翻訳 エ ン ジ ン と呼 んで

い る。

 機 種 に依 存 す る 部 分 はMMI部 に 集 約 し、 新 た な

シ ス テ ム で 動 作 させ る と き は 、MMI部 の み を 開 発

した、,それ に対 し、 文法 ・辞 書 お よび翻 訳 エ ン ジ ン

は 、 どの シ ス テ ム も同 一 で あ り、 変更 は加 え られ て

い な い。 どのPENSEEも 同 じ翻 訳 エ ン ジ ン で 動 作

して い る(J同 じ版 で あ れ ば 、同 じ文 法 ・辞 書 で あ り、

同 じ翻 訳 エ ンジ ンで あ る。

 翻 訳 エ ン ジ ン は 、小 さな リ ソ ー ス 、小 さな メモ リ

ー
、高 い翻 訳 品 質 を 目指 して 設 計 され 、C言 語 で 記

述 され て い る、,翻訳 エ ン ジ ン は どの プ ラ ッ トフ ォー

ム で も動 作 す る よ う 、C言 語 の標 準 的 な仕 様 で のみ

記 述 す る よ う に して い る、,最新 の 技 術 は 、時 と して

特 定 の 機 種 に依 存 せ ざ る を え ない こ とが あ る た め 、

安 定 した 技 術 を使 う よ う に して 、 どの 機 種 に も対 応

で き る よ う に細 心 の 注 意 を払 って きた,,

3 用例 主導 型 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン

 イン ター ネ ッ トの 拡 大 、PCの 普 及 に つ れ 、 機 械

翻 訳 へ の 期待 も大 き くな っ て きた 、 機 械 翻 訳 シ ステ

ム が お か れ た環 境 も変 化 しつ つ あ る[4]機 械 翻 訳

シ ステ ム は 限 られ た 利 用 者 だ け が使 用 す る の で は な
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く、 よ り多 くの 人 た ち の 利 用 が 始 ま って い る,,完 全

な 翻訳 結果 を 得 る こ とは で きな い が 限 られ た 利 用 範

囲 で は 十 分 な 能 力 を 発揮 す る 道 具 で あ る とい う認 識

が定 着 し始 め て い る,,

 こ れ は 、 よ り現 実 的 な シス テ ム の 実 現 の 期 待 が 高

まっ て い る こ とを 意味 す る。 トラ ンス レー シ ョン メ

モ リー の よ うな 翻訳 例 を 格納 し出 力 す る 機 能 を重 視

した 翻 訳 を しな い 翻訳 者 支援 シス テ ム の 要 求 も高 ま

り、 文 法 ・辞書 もユ ー ザ で カ ス タマ イ ズ[5]し た

い とい う希 望 もよ り強 くな っ て きて い る 。 また 、 コ

ン ピュ ー タの 能 力 の 向上 、 先 端技 術 の 開 発 に よ り、

そ れ らの実 現 の 可能 性 も高 くな っ て きた 。

 "機 械 翻訳 の現 状 と今 後 の 動 向"[4]で も解 説 さ

れ て い る よ うに 、機 械 翻 訳 シス テ ム の 翻 訳 品 質 の 向

上 に は 、 大 量 の 翻訳 知識 が必 要 で あ る。 機 械 翻 訳 シ

ステ ム の 実現 で は 、 多 量 で か つ 高 品 質 な 翻 訳 知 識 を

シス テ ム 内 で ど う表現 し実現 す るか 、 また 、 どの よ

うに して 最 適 な 翻訳 知 識 を 選 択 し翻 訳 過 程 に適 用 す

るか が 重 要 で あ る 。 ル ー ル ベ ー スの 機 械 翻 訳 シ ス テ

ムで は 、 翻 訳 知 識 で あ るル ー ルの 追 加 コ ス トの 増 大 、

ルー ル間 の 衝 突 の 制 御 に課 題 を持 ち 、将 来 翻 訳 品 質

向 上 が 飽 和 して しま う可 能 性 が あ る 。PENSEEも 翻

訳 知 識 を ルー ルで 表 現 す る シ ス テ ムで あ り、 同様 の

こ とが 予 想 され た 。 そ の ブ レー クス ル ー技 術 と して 、

知 識 獲 得 の 研 究 開 発[6],[7]を 行 っ て い る。 本

成 果 を利 用 す る と翻 訳 知 識 す な わ ち文 法 や 辞書 を 自

動 的 に生 成 す る こ とが で き る、,大量 の コ ー パ ス か ら

自動 獲 得 した知 識 には 確 率 量 も含 まれ て お り、高 品

質の 翻 訳 結 果 を出 力 す る情 報 と して利 用 可 能 で あ る。

また 、 テ ンプ レー ト化 され た対 訳 例 を 翻訳 知識 と し

て利 用 す る事 例 ベ ー ス 方式 の 研 究 開 発 も行 っ て い る、

こ れ は文 法 と辞書 の 垣 根 を な く して い る 、,文法 も対

訳 例 と して表 現 し、 辞 書 も対 訳 例 と して 表現 して い

る.,文 法 も辞書 も同 じ形式 で 表現 され て い る た め 、

追加 、削 除 、 さら に衝 突 制 御 も簡 単 で あ る 、,これ は 、

よ り簡単 に翻 訳 品 質の 向 上 を行 うこ とが で き、 知 識

獲得 した 翻訳 知 識 も簡単 に組 込 む こ とが で きる 。 日

英 とい う対訳 だ け で な く 日英独 とい う対 訳 も処理 す

る こ とが で きる た め 、他 の 言語 対 の 翻 訳 へ 拡 張 も容

易 で あ る,,

 こ れ らの研 究 の 成 果 で あ る 新 た な 技 術 は 、 既 存 の

翻 訳 エ ン ジ ン とは な じ まな い PENSEEの 翻 訳 エ ン

ジ ンは 、 木構 造 の処 理 を中 核 と して い る.ル ー ルベ

一 ス方 式 で は
、 述 部 を ル ー トに し、}三部 や 目的 部 を

枝 に して 処 理 す る ため 、木 構 造 を簡 単 に かつ 高速 に

処 理 で き る こ とが 重 要 視 されて きた 、、これ に パ ター

ン処 理 を初 め とす る新 た な枠 組 を加 え る こ と は難 し

い た め 、 新 た に翻 訳 エ ン ジ ン を検 討 す る こ と と した、,

これ を用 例 主 導 型 機 械 翻 訳 エ ン ジ ンと呼 び 、C言 語

で は な くJava言 語 で 記述 し実 装 を して い る[8]。

4 Javaと 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

 用 例 主 導 型 機 械 翻 訳 エ ン ジ ンの 設 計 で は、Java

言 語 を採 用 した 。Java言 語 を採 用 す る 一一番 大 き な

理 由 は 、 オ ブ ジェ ク トにあ る。 我 々は 機 械 翻 訳 シ ス

テ ム を プ ロ グ ラム と して と ら え るの で は な く、 オ ブ

ジェ ク トと して 考 えて い る。 手 順 の 集 ま り と して 提

供す る の で は な く、 オ ブ ジ ェ ク トと して提 供 した い

と考 え て い る 。 機 械 翻 訳 シ ステ ム は 、 そ れ 単 独 の シ

ス テ ム で は な い,,機 械 翻 訳 シ ス テム の 利tfJは 、 情

報 の収 集 の た め に翻 訳 した り、 ワー ル ドワ イ ドに流

通 す る ドキ ュ メ ン トを作 成 す る ため に、 また 使 用 言

語 が 異 な る人 達 との コ ミュニ ケ ー シ ョンの た め に翻

訳 を行 って い る,翻 訳 は 目的 で は な く手段 で あ る、,

機 械 翻 訳 シ ス テ ム の利 用 も手段 で あ り、 目的 を果 た

す シ ステ ム との 連 動 は 当然 の こ とで あ ろ う、,現在 も、

Webペ ー ジ の 翻 訳(HTML翻 訳)や 文 書 処 理(例

えば ワー ド、一 太 郎)と の親 和 性 を差 別 化 技 術 と し

て 提 供 す る シ ス テ ム もあ る,,機 械 翻 訳 シ ス テ ム単 独

で 利 用 され る よ り、他 の シ ス テ ム と連 動 した り、他

の シ ス テ ムか ら呼 び 出 され た りす るの が 当 た り前 と

な る。 そ う な る とプ ロ グ ラ ム と して で は な く、 オ ブ

ジ ェ ク トと して の完 成 度 が 求め られ る。

 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 言 語 は すで に 数 多 く提 案 され て

い る オ ブ ジ ェ ク トを 指 向 す る の で あ れ ば 、Java

で な くて もい い か も しれ な い,,我 々 は機 械 翻訳 シス

テ ム を オ ブ ジェ ク トに 向 か っ て 設計 しよ う と して い

るの で は な く、 オ ブ ジェ ク トと して捉 え て い る,、オ

ブ ジ ェ ク トが 大 前提 で あ る,,こ れ を コ ンセ プ トと し

て い て か つ 身 近 に使 用 で きる プ ロ グラ ミン グf5語 と

して は現 在 の と ころJava言 語 しか ない 。

 Java言 語 の 採 用 は 数 多 くの メ リ ッ トを も た ら す,

シス テ ム 全 部 も オブ ジ ェ ク トで あ り、 シス テ ム の 一

部 もオ ブ ジ コ.ク トで あ る,、オ ブ ジ⊥ ク ト単位 で 簡 単

に 変 更 が で きる た め 、 シ ステ ム の バ ー ジ ョ ンア ップ

が 容 易 で あ る Java言 語 で 記 述 した ア ブ リ ケ ー シ
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ヨ ンは 、 プ ラ ッ トフ ォー ム に依 存 しな い ため 、 どの

コ ン ピュ ー タで も動 作 可 能 で あ る。 さ らに ネ ッ トワ

ー ク上 で の 分 散 処 理 に も簡 単 に対 応 で きる。

 また 、 シス テ ム の 構 成 部 品 もオ ブ ジ ェ ク トで あ り、

APIが 定 義 され て い る。 例 え ば形 態 素 解 析APIが あ

る 。 こ れ に よっ て 機 械 翻訳 シス テ ム だ け で な く自然

言 語 処 理 を 行 う アプ リケ ー シ ョ ンシ ス テ ム か ら形 態

素 解 析 機 能 を呼 び 出 す こ とが 可 能 とな る。

 さ ら に、 翻 訳 エ ン ジ ン もAPIと して 定 義 され る。

これ は 、 エ ン ジ ンの 入 れ 替 え が で きる た め 、話 題 に

応 じて 利 用 者 の 好 み の 機 械 翻訳 シス テ ム を利 用す る

こ とが で き る こ と を意 味 す る 。

5 お わ りに

 機 械 翻 訳 シ ス テム は、 そ れ 単 独 で 利 用 す る シ ス テ

ム とい う よ り、 ネ ッ トサ ー フ ィンや ワ ー プ ロ や 、 よ

り大 規 模 な シ ス テム の 一 部 と して動 作 すべ きで あ る

と考 えて い る。 機 械 翻 訳 処 理技 術 の み な らず 多 くの

機 能 を オブ ジ ェ ク トと して 定 義 し提 供 して い くこ と

が 重 要 で あ る。

 過 去 、 ソ フ トウエ アは 、 完 結 した シス テ ム と して

提 供 され て きた 。 しか し、 類 似 の ソフ トウ エ ア を 個

別 に開 発 した り、同 一 の 機 能 に 対 して そ れ ぞ れMMI

を開 発 す る時 代 で は ない 。 特 徴 を持 っ た エ ン ジ ンが

複 数 存 在 し、 共 存 す る時 代 に なる と考 え て い る 、、

 技 術 動 向 調 査 委 員 会 が 提 案 した 電 子 化 言語 情 報 の

共 有 化[9]と 同 様 、 自 然 言 語 処 理 用APIの 定 義

と その 標 準 化 も重 要 なテ ー マ とな る で あ ろ う。 そ の

時 代 に は 』avaに 代 表 され る フ レー ム ワ ー クの しっ

か り した オ ブ ジ ェ ク ト指 向 言 語 の 果 た す 役割 は大 き

い と考 えて い る、,

参 考 文 献

1.石 川 "Windows版PBNSEEの 商 品 化 と 市 場 へ
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※PENSEEは 、 大 阪 ガス(株)、(株)オ ー ジ ス総 研 、

 沖電 気 工 業(株)の 登 録 商標 で す 。

※Windowsは 、米 国 お よ び そ の 他 の 国 の お け る 米

 国 マ イ クロ ソ フ ト ・コ ー ポ レー シ ョンの 登 録 商 標

 です 。

※Javaお よ び す べ て のJava関 連 の 商 標 お よ び ロ ゴ

 は 、 米 国 お よ び そ の 他 の 国 の お け る 米 国Sun

 Microsystems,lncの 商 標 また は 登 録 商 標 で す 。

錘
謬 も
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国際会議参加報告

ICCPOL'99報 告

東京大学大学院 理学系研究科 情報科学専攻 辻井研究室 野畑 周

 3月24日 か ら26日 の3日 間 、 徳 島 で 開 催 さ れ た

ICCPOL'99(the 18th International Conference on

Computer Processing of Oriental Languages)に 参 加 し

た の で 報 告 す る 。

全 般 に わ た る も の で あ っ た 、,全18セ ッ シ ョ ン の う ち

Character Recognition, Information  Extraction,

Morphological Analysisが そ れ ぞ れ2セ ッ シ ョ ン を 占

め た 。 各 セ ッ シ ョ ン 名 は 以 下 の 通 り:

1.概 要

 璽CCPOL'99で は 、 徳 島 大学 を会 場 と して110件(口

頭 発 表67件 、 ポ ス ター 発 表37件 、 デ モ ン ス トレー シ

ョン6件)の 発 表 が 行 わ れ た 。 国 別 で は 、開 催 国 で

あ る 日本 が 最 も多 く53件 、 以 下 韓 国 か ら41件 、中 国

(香 港 を含 む)か ら7件 、 台 湾 か ら6件 の 発 表 が あ

り、 ア ジ ア地 域 以 外 か ら も3件 の 発 表 が あ っ た。

 1日 目 の 午 前 に 辻 井 潤 一 教 授(東 大)に よ っ て

"NLP Techniques for Intbrmation Extraction and

Information Retrieval"と 題 して 基 調 講 演 が 行 われ 、

ひ き続 い てJong-Hyeok Lee教 授(Pohang University

of Science and Technology,Korea)に よ る韓 日 ・日韓

翻 訳 シ ス テム の 紹 介 ・デ モ ン ス トレー シ ョ ンが 行 わ

れ た 。

 そ の 後 口 頭 発 表 は2会 場 で 並 行 して行 わ れ 、1日

目の 午 後 には4セ ッシ ョンの 発 表 が あ っ た。2日 目

は6セ ッシ ョ ンの 口頭 発 表 が 行 われ た後 、4会 場 に

分 か れ て デ モ ンス トレー シ ョン とポ ス ター発 表 が 行

わ れ た 。3日 目は8セ ッシ ョンの 口頭 発 表が あ り、

3日 間 を通 じて朝 早 くか ら 夕方 まで 精 力 的 に 発表 と

議 論 が 行 われ た,,

 論 文 発 表 以 外 に も特 色 あ る催 しが 用 意 され て い た。

1日 目の 夕 方 に は バ ンケ ッ トが 開催 され 、地 元の 阿

波 踊 りグ ルー プ に よ っ て阿 波 踊 りが 披 露 され たあ と、

簡 単 な指 導 の もと に参 加 者 も一 緒 に阿 波 踊 りを踊 っ

た。2日 目 に は 、徳 島 に本 社 を置 く ソフ トウ ェ ア 開

発 会 社 ジ ャ ス トシ ス テ ムの 見 学 ツ ア ーが 催 され た 、

2.論 文 発 表

セ ッシ ョン と して立 て ら れ た分 野 は 自然 言 語 処 理

・Character Recognition X1
,11)

・Corpora and Tagging

・Error Recovery

・General Applications

・Image and Cross‐Language Retrieval

・Information Extraction (1
,II)

・Machine Translation

・Morphological Analysis(1
,II)

・Natural Language Interface

・Natural Language Undcrstanding

・Parsing

・Semantic and Disambiguation

・Text Categorization

・Retrieval Algorithms

・Voice Processing

デ モ ン ス ト レー シ ョ ン ・ポ ス ター発 表は 特 に分 野 ご

と に分 け られ て い な か っ た が 、同 様 に多 岐 の テ ーマ

にわ た って研 究 が 発 表 され て い た 、

 以 下 、 参 加 した 口頭 発 表 の セ ッシ ョン につ い て 簡

単 にふ れ たし㌔

Information Extraction (1,11)

 2セ ッシ ョンで7件 の 発 表が あ っ た,、定 型 的 な デ

ー タ を出 力 す る 本 来 の情 報抽 出 に関 す る発 表が1件

あ り、新 製 品 情 報 の 抽 出 結 果 を 実 際 にWWW r_で

見 る こ とが で き る よ うに な っ て いた,、他 には 情 報抽

出 や 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の た め の バ ター ンや 単語 クラ

ス タの 自動 獲 得 に 関 す る 発 表が3件 、特 定 の 文字 列

の 抽 出 に関 す る発 表 が2件 あ り、情 報抽 出 シ ス テ ム

の た め の 知 識 デ ー タの 自動 獲得 に関 す る関 心 が 高 ま
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っ てい る こ と を感 じ させ た 。 文 章 要 約 に関 す る研 究

で は 、 クロ ー ズ ドキ ャ プ シ ョンの た め に情 報 量 を変

えず に文 章 を短 縮 す るた め の 手 法 が 提 案 され て い た 。

Machine Translation

 中韓 、 日韓 、韓 日 、 日中 の4つ の 機 械 翻 訳 シス テ

ム につ い て発 表 が あ った 。 中 韓 翻 訳 シ ステ ム に お い

て は パ ター ンマ ッチ ング と統 計 的 手 法 を組 み 合 わ せ

た機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 枠 組 が 提 案 され たが 、 そ の 他

は シス テ ム 自体 とい うよ りも 各 シ ス テ ムの 要 素技 術

に 関す る発 表 が 主で あ っ た。 日韓 翻 訳 シ ステ ム につ

い て は 、 日本 語 の 「て」 の 訳 し分 け に関 す る曖 昧性

解 消 の 手 法 が 提 案 ・評 価 され た 。 韓 日翻 訳 シス テ ム

につ い て は 、韓 国 語 名詞 の 多 義 性 解 消 を コー パ ス か

ら教 師 な し学 習 に よ って 行 う実 験 が 報 告 され た 。 日

中翻 訳 シ ス テ ムで は 、 トレー ニ ン グ コー パ スか らパ

ター ンを獲 得 し、 それ ら を用 い て 翻 訳 結 果 を後 処 理

す る こ とに よ っ て翻 訳 の 精 度 を向 上 す る手 法 が提 案

・評 価 され た。

Image and Cross‐Language Retrieval

 2件 の発 表 が あ っ た,、1件 目は 、天 気 図 の 画 像 か

ら中 国語 の 説 明 文 を 自動 的 に生 成 す る とい う研 究 で

あ っ た,,得 られ た説 明 文 を画 像 に対 応 づ け て 保 存 し

て お き、情 報 検 索 に利 用 しよ う とす る もの で あ る 。

 2件 目 は 、 英 日 のCross-Language Information

Retrievalに お け るqueryの 翻 訳 手 法 につ い て で あ っ

た。queryと して与 え られ た英 語 の 複 合 語 を 、 各 単

語 の辞 書 引 き結 果 とそ の 結 合 確 率 に よ って 日本 語 に

翻 訳 し、情 報 検 索 を行 う とい う もの で あ る,,

Text Categorisation

 4件 の 発 表 が あ った,,1件 は 情 報 検索 の 精度 向 上

に関 す る研 究 で あ り、 情 報 検索 を した結 果 得 られ た

記 事 につ い て ク ラ ス タ リ ン グ を行 な い 、 そ れ らの ク

ラ ス タ をqueryに 対 して さ ら に ラ ン クづ け す る こ と

で 検 索 の 精 度 を向 ヒさせ る研 究 が 発 表 され た テ キ

ス ト分 類 につ い て は 、 シ ソー ラス ツー ルを 川 い て テ

キ ス ト分 類 を行 う研 究 が 発 表 され た,,ト レー ニ ング

コ ーバ スか ら、 各 ク ラス タに 対 応 す る概 念ベ ク トル

を シソ ー ラ ス ツー ル に よ って 作 成 し、 テ ス トコ ー パ

ス の 各 テ キ ス トに対 応 す る概 念 ベ ク トル を そ れ ら と

比 較 して分 類 を 行 う とい う もの で あ る。 ウ ェ ブ ペ ー

ジ の分 類 に つ い て の 研 究 で は 、分 類 す る た め の情 報

の 質 を 良 くす る 手 法 が提 案 ・評 価 され た。 キ ー ワ ー

ドな ど の 素 性 とHTMLタ グ に よ っ て 示 さ れ る 文 書

構 造 とに対 してMemory Based Reasoningを 適 用 し、

ノ イズ を減 少 させ て テキ ス ト分 類 の 精 度 を 向上 させ

る とい う もの で あ る 。 また 、 ク ラ ス タ に分 類 され た

テ キ ス トか ら、 各 ク ラ ス タの 特 徴 を示 す 素 性 を 自動

的 に取 り出 す研 究 も発 表 され た。

Ercor Recovery

 3件 の発表があった。3件 とも異なる対象につい

てエラー回復を行う手法を提案 していた。まず自然

言語 インタフェース上で与えられた入力文を対象と

して、文の誤 りを修正するシステムの速度を向上さ

せる手法が発表 された。また新聞記事の見出しを対

象とし、格助詞の欠落を補 う手法が発表 された。

OCRの 文字認識結果を言語的知識 を用いて修正す

る研究では、大規模なコーパスを基に誤って認識 さ

れている可能性が高い文字を認識 し、それらを修正

するための単語の候補を生成 し、形態素情報や統計

によって最適な修正候補を選択するという手法が発

表 された。

Retrieval Algorithms

 4件 の 発 表が あ っ た が 、 う ち3件 は情 報 検 索 に用

い る ため の デ ー タを効 率 良 く生 成 す る た め の研 究 で

あ った 。 トラ イ構 造 に キ ー ワー ドを2値 ベ ク トル化

して格 納 してい くこ とで情 報検 索 に 有効 な デ ー タベ

ー ス を効 率 良 く作 成 す る 手法 や
、 リ ン クを 導 入 した

トラ イ構 造 に よ っ て デ ー タベ ー ス を よ りコ ンパ ク ト

に作 成 す る 手 法 、 またn-gramを 効 率 良 く構 成 す る

ため の 手 法 が 提 案 ・評 価 され た,一 方 、情 報検 索 に

限 らず 、 自然 言 語 処 理 一 般 につ い ての ッ ー ル キ ッ ト

の 枠 組 が提 案 され た。

Morphological Analysis(1,IU

2セ ッシ ョンで8件 の 発 表が あ っ た、 形 態 素解 析
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システム自体の精度向上に関する研究が2件 あった。

一方は形態素解析の品詞付けの誤 りや切 り分け誤 り

を後処理によって修正するという手法であり、他方

はHMMに 語彙情報を付加 して拡張 していく手法で

ある。また、辞書のデータ構造を改良して形態素解

析を高速化する研究も2件 あった。単語の切 り分け

手法に絞った研究は2件 あり、遺伝的アルゴリズム

を用いて中国語の単語切 り分けを行 う手法や、PPM

*ア ルゴリズムを用いて日本語の単語切 り分けを行

う手法が提案 ・評価された。日本語仮名漢字変換シ

ステムについては、連語に関する トレーニングコー

パスを用いて精度を向上させる研究が発表された。

また韓国語において、特定の分野に対 して語形情報

・統語的情報のルールを統合 して形態素解析を行う

枠組が提案された。

3.全 体的な印象

 アジア地域の言語に関する会議 ということでひと

つ気になった点は、発表において対象とする言語の

例を出す ときには注意 しなければならない、という

点である。聴衆にとっては、英語でも母国語でもな

い例 文 を見 せ られ る と、 い く ら口頭 で は英 語 で説 明

され て もその 発 表 自体 を理 解 しよ う とす る気 力 が 減

少 して し まう。 発 表 す る際 に は 、で きる だ け対 象言

語 に依 存 しない 例 を用 いて 、 多 くの 聴 衆 に理 解 して

もら う工 夫 をす る必 要 を感 じた。

 総 じて 運 営 は潤 滑 に行 わ れ 、運 営 委 員 会 の 努力 が

しの ばれ た 。 また 、 ど ち らか とい う と学 生 の 発 表 者

が 多 か った こ とが 印 象 に残 った 。 そ の た め か 質 疑 応

答 も な ごや か な雰 囲 気 で 行 われ る こ とが 多 か った,,

また 、休 憩 の 間 も盛 ん に議 論 を され て い る方 々が 見

受 け られ 、 で きる だ け この 場 を有 意 義 な もの に しよ

う とい う熱心 さが 感 じとれ た。

 日本語 ・韓 国 語 ・中 国 語 は、 計 算 機 を用 い て 自然

言語 処理 を行 う上 で 、 欧 米 の 言 語 とは 異 な る様 々 な

問 題 を共 通 して抱 えて い る。 この よ うな状 況 に お い

て 、ICCPOLの よ う な会 議 の 重 要 性 は 今 後 も高 ま っ

て くる もの と予 想 され る。

 論 文 名 ・発 表 者 名 の 正 確 な情 報 は 、 主 催 され た 徳

島 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ

http:〃iccpol99.is.tokushima-u.ac.jp/mainノ

に記 載 され て い るの で 、興 味 を持 た れ た 方 は ご覧 い

た だ きた い 。

叢務局だよ拶

AAMT事 務局 ス タッフの交替

 AAMT職 員 、木 谷 恵 さ んが3月31日 付 で 退 職 し、 後 任 と して 高 田 佳 代 子 さん が3月23日 か ら 勤 務 して

お り ます の で 、 お知 らせ い た し ます 。

 AAMTジ ャ ー ナ ル の 編 集 も担 当 い た し ます の で 、ぜ ひ 、 ご 指 導 ご支 援 くだ さい ます よ う よろ し くお願 い

い た し ます 、,

舞搬
1
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学会参掴報告

言語処理学会第5回 年次大会

富士通研究所 富士 秀

〈機械翻訳と学会活動〉

 機械翻訳が製品化されている現在、機械翻訳に関

する研究開発活動は全て公開されているわけではあ

りません。 しか しその一部は今回の言語処理学会の

ような学会活動を通 じて発表されています。

 なお、機械翻訳に関する学会発表は、大学、企業、

研究機関によるものが多く、工学的な立場からのも

のがほとんどといって良いでしょう。

〈言語処理学会とは?〉

 以前は、国内における機械翻訳や多言語処理に関

する研究発表は、い くつかの主要学会の研究会など

で行われてきました。 しかし、1994年 に言語処理専

門の学会である言語処理学会が設立されて以来、多

くの言語処理研究者が言語処理学会に研究発表の場

を求める傾向が進みました。

 言語処理学会の年次大会は今年が5回 目となりま

す。今回の会場は東京都調布市の電気通信大学で、

日程は1999年3月15日 がチュー トリアル、16日 ～18

日が本会議、19日が併設ワークショップでした。

〈発表内容〉

 機械翻訳に関係すると思われる発表を織 り交ぜな

がら、筆者が個人的に興味を持った技術ついてお話

しします。

1.コ ーパ ス(大 量 文書 群)か らの対 訳 知 識 獲 得

 今 回 の大 会で は、 特 に、 対 訳 で な い 日本語 お よび

英 語 コ ー パ スか ら対 訳 知 識 を取 り出 す技 術 が 目 立 っ

て い た よ うに思 い ます 、,

 数年 前 か ら、 自然 言 語 処 理 に お い て コー パ ス を利

用 した研 究 が 増 え、 機 械 翻訳 で も コー パ ス 中 の対 訳

知 識 を利 用 す る よ う な研 究 が 紹 介 され始 め ま した。

当 初 は 、英 語 コ ーパ スが 日本 語 コ ー パ ス の完 全 な翻

訳 で あ っ た り、逆 に 日本 語 コー パ スが 英語 コー パ ス

の完 全 な翻 訳 で あ る よ うな 、 い わ ゆ る対 訳 コ ー パ ス

が 処理 の対 象 と され て き ま した 、、

 しか し、現状では完全な形の対訳 コーパスはあま

り存在 しないことから、対訳ではないがある程度内

容的に対応のあるような日本語 と英語のコーパスを

対象 とするような研究が増えてきました。また、コ
ーパスか らい きなり複雑な対訳情報を取 り出す研究

よりも、単語や複合語などのより基本的な対訳情報

を対象とする研究が増えているようです。

 発表番号A3-4の 「新聞記事における日英対訳

コーパスの自動構築」では、日経の英日記事コーパ

スに対 して記事中の数値情報などを手掛か りとして

大 まかな記事の対応付けを行い、対応の付いた記事

対か ら対訳語句を抽出しています。また、自動的に

対応付けた記事対から、対訳文を抽出する研究も行

っています。

 発表番号P2-3の 「対訳コーパスからの訳語対

抽出における辞書情報の利用について」では、学術

論文抄録データベースを対象として、対訳専門用語

を抽出する実験を行っています。研究では、 「専門

用語の対訳要素対列は、その周辺に、辞書中に存在

するような対訳要素対を持つ場合が多い」 という仮

定の もとに分析を行い、分析データをもとに対訳語

句の自動抽出を行っています。

 発表番号Ql-2の 「言語横断検索システムQuesd

は、機械翻訳に関する発表ではありませんが、言語

横断検索用に対訳語句の判定を行っています,.日 英

の学術論文データベースを処理の対象としています。

複合語に対する訳語を確率モデルを用いて推定 した

り、翻字(カ タカナとアルファベ ットの対応処理)

を使って対訳語句の対応付けを行っています,、

 発表番号A1-5の 「対訳関係のないコーパスか

らの複合名詞対訳の獲得」では、対訳関係のない2

言語のコーパスから抽出した単語列を、辞書や意味

属性を用いて対応付けを行い、複合名詞対訳を収集

する方法を示 しています、,

2.内 容伝達型の情報と概要提示型の情報

文書分類や文書要約のセ ッションでは、内容伝達
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型(informative)と 概 要 提 示 型(indicative)の 区 別

が 話 題 に な っ て い ま したが 、 お そ ら く機械 翻訳 に も

適 用 で きる概 念 で は な い か と思 わ れ ます 。

 例 え ば文 書 要 約 で 考 え てみ る と 、読 者 が 要約 文 を

読 ん で そ の文 書 が 必 要か どう か判 断 し、必 要 な ら原

文 を読 む とい うよ うな使 い方 が 概 要提 示型 とな り ま

す 。 こ れ に対 して 、読 者 が 原 文 を 一切 読 まず に 要約

文 のみ か ら内容 を判 断 す る よ うな使 い 方が 内容 伝 達

型 とな り ます 。

 機械 翻 訳 で も、情 報 が 読 者 に と っ て必 要 な もので

あ る か を判 断 す る だ け な ら概 要提 示 型 で 十 分 で あ り、

訳 文 の 内容 を しっか り把 握 しな け れ ば な らな い場 合

に は 、 内容 伝 達 型 が 必 要 に な ります 。 そ れ ぞ れ につ

い て 、別 の形 の イ ン タフ ェ ー スや 評 価 方法 が必 要 に

な る の で は な い で し ょ うか。

3.多 言 語 検 索

 多 言語 検 索(ま た は言 語 横 断検 索 〉 は 、 最 近 注 目

され て お り、今 回 も何 件 か の発 表 が あ り ま した 。特

に 対訳 キ ー ワー ドの収 集 や キ ー ワ ー ド変換 に 関 して

は 、 機 械 翻訳 との 共 通 部 分 が 多 い よ うで す,,

〈発 表 タ イ トル 〉

 機 械 翻 訳 お よび 多 言語 検 索 に 関 連 す る と思 わ れ る

発 表 を、 筆 者 の 独 断 で ピ ッ クア ップ しま した,,

A1-1「 英 日機 械 翻 訳 シス テ ム に お け る派 生 語 推

定 とそ の 訳 語付 与 の 改 良」

A1-2「 日本 語 記 事 の 重 要 情 報 に 基 づ く英 文 ヘ ッ

ドラ イ ンの 生 成」

A1-3「 機 械 翻 訳 に お け る 自動 校 正 と 日 中 翻訳 へ

の 適 用 」

A1-4「 多 言語 間 翻訳 情 報 共 有 シ ス テ ム の 開発 」

A1-5「 対 訳 関係 の な い コ ー パ ス か らの 複 合 名 詞

対 訳 の獲 得 」

A1-6「 スペ ル補 完 機 能 を組 み 込 ん だ 英 文作 成 支

援 」

A1-7「 ス ク リプ トを用 い たハ イブ リ ッ ド翻 訳 処

理 」

A1-8「 情 態 副 詞 の 翻訳 」

A7-1「 原 言 語 例 文 とそ の 対 訳 に関 す る 質 問 に 基

づ く意 味 構 造 変換 ル ー ルの 獲 得」

A7‐2"Problems in Translating Modal Expressions"

A7-3「 用 例 利 用 型 翻 訳 に 適 した対 話 用 例 の 自 動

作 成 につ い て」

A7-4「 目的 言 語 の単 語 共 起 情 報 を利 用 した訳 語

選 択 と未 知 語 の訳 出」

A7-5「 ク リ ン ゴ ン語 翻 訳 シ ス テ ム を 目指 して ～

解 析 編 ～」

A7-6「 中 間 概 念 と しての 認 識 構 造 の 記 述 形 式 」

A7-7「 日本 語 ・ウ イ グ ル語 機 械 翻 訳 に お け る 単

語 接 続 関 係 を用 い た ウ イ グル語 文 の生 成 方 法 」

A7-8「 英 字 新 聞 記事 見 出 し翻 訳 の 自動 前 編 集 に

よ る改 善 」

A3-4「 新 聞 記 事 に お け る 日 英対 応 コ ー パ ス の 白

動 構 築 」

A3-5「 マ ル チ リ ンガ ル ・コー パ スの作 成 」

P2-3「 対 訳 コ ー パ スか らの 訳 語 対 抽 出 に お け る

辞 書 情 報 の利 用 に つ い て 」

A5-2「 情 報 検 索 の 類 似 尺 度 を用 い た検 索 要 求 文

の単 語 分 割 」

A5-4「 分 類 標 数 の 相 互 参 照 に 基づ く多 言 語 書 誌

デ ー タ検 索 シ ステ ム」

Q1-2「 言 語 横 断 検索 シス テ ムQuest

Q1-7「 翻 訳 情 報 の提 示 に よ る クロ ス リ ン ガ ル情

報検 索 結 果 か らの 文書 選 択 」

叢
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イベ 》 ト

Language Expo'99 TOKYO報 告

1999年3月26日(金)～28日(日)新 宿NSイ ベ ン トホール

                        富士通研究所 大倉清司

1.概 要

 このExpoは 、 主 に英 語 学 習 、 教 育 、 マ ル チ メ デ

ィア、 留 学 、 キ ャ リ ア ア ップ な どの情 報 を提 供 す る

もの で 、 今 年 で4回 目で あ る 。 英 会話 ス ク ー ル を は

じめ 、 翻 訳 会 社 、 パ ソ コ ン を使 っ た英 語 学 習 教 材 ソ

フ トの 会 社 な ど、多数 出展 して いた 。会場 内 は 、「英

語 会 話 ス クー ル ゾー ン」「キ ャ リア ア ップ ゾ ー ン」 な

ど、9つ の ゾー ンに 分 か れ て い る 。Expoの 来 場 者

は さま ざ まで 、 大 学 生 くらい か ら主婦 な ど、英 語 を

勉 強 しよ う とい う人 が 中 心 で あ る よ うだ っ た。

 今 回 注 目 した の は 、「マ ルチ メデ ィア教 育 ゾ ー ン」。

マ イ ク ロ ソ フ トが4月 に 英語 学 習 用 ソフ トを発 売 す

る他 、iBMのViaVoiceを 使 っ た 英 語 教 育 ソ フ ト、

英 語 の 読 み 書 き を支援 す る ソ フ トな どを見 学 した。

こ こで は 、 個 人 的 に 興味 を持 っ た もの に限 定 して報

告 す る。

2.辞 書 ソ フ ト

2.1「English Navigator」(オ ム ロ ンソ フ トウ ェ ア株

式 会 社)定 価14,800円

http://www.omronsoft.co.jp/

 英 語 の読 み 書 きを 強力 にサ ポ ー トす る ソ フ ト。 英

語 の読 み に つ い て は 、英 語 をマ ウ スで ク リ ックす る

(ま た は な ぞ る)と 辞 書 引 き して くれ る とい う もの,、

また 、 ブ ラ ウザ な どで 英語 を読 む と き に、 「大 学 入

試 レベ ル以 上 の 単語 を ま とめ て辞 書 引 き」 な ど とい

う機 能 が あ る,

 英語 を書 くた め の 機 能 は な か な か の もの 。F12を

押 す と、MS-IMEとEnglish Navigatorが 融 合 して ア

プ リケ ー シ ョ ン(例 えばWord、 Excel、 メモ 帳 な ど)

に は りつ く、,その 状 態 で 、例 えば

yuuenchi

と入 力 して 変 換 キー を押 す と、 普 通 に カ ナ 漢字 変換

した よ うに 「遊 園 地 」 な ど と候 補 一覧 が 出 て 、 そ こ

で →(右 矢印)キ ー を押 す と、遊 園 地 に 相 当 す る 英

語 が 出 る 。 また 、ittaと 入 力 して 変 換 す る と 、「言 っ

た」 の 場 合 に は 「said」、 「行 っ た」 で は 「went」 な

ど と ち ゃ ん と過 去 形 に して くれ る。 あ い まい な単 語

入力(unders[*と 入 力)も で きる 。

3英 語 教 育 ソ フ ト

3.1「Native World」(沖 北 陸 シ ス テ ム 開発)定 価 ス

タ ー タ ー キ ッ トで24,800円

http://www.okisoft.co.jp/osg/ohsd/index.htm

 昨 秋 、平 岩 賞 「ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト ・オ ブ

・ザ ・イ ヤ ー'98」 に選 ば れ た 英 会 話 学 習 ソ フ トで

あ る。

 大 き く分 けて 「練 習 ス テ ー ジ」「会話 ス テ ー ジ」 に

分 か れ てい る。「練 習 ス テ ー ジ」 で は ビデ オ な どを見

なが ら単 語 や フ レー ズの 練 習 、 ヒア リ ング 、発 話 練

習 が で き る。 自分 が 発 話 した文 章 は録 音 され 、 ネ イ

テ ィブの 発 音 と聞 き比 べ る こ とが で き る。

 「会 話 ス テー ジ」 で は 、画 面 上 の外 国 人 と会 話 を

して 進 んで い くが 、 自分 の発 話 に よ っ て ス トー リ ー

の 展 開 が 変 わ って くる。 ま た時 と場 合 に よ って は同

じこ と をい って も相 手 の 反応 が 違 うの で 、実 践 的 な

力 が つ く。

3.2「 英 語 の 魂 ① 」(日 本 ユ ニ シ ス ・ソ フ トウ ェ ア

(株))定 価19,800円

http://www.usk.co.jp/eitama/

 IBM社ViaVoice搭 載,,以 下 、 も ら っ た 資 料 か ら

転 載(一 部 省略)。

 「英 語 の魂 ① 」4つ の 特徴

(1)「英 語 の 基礎 」(中学3年 ～高 校1年 レベ ル)が 体

 系 的 に 整理 され て ます 。

 ※ 各 基本 重 要 文 型 単位 に は 全 て 音声 ・動 画 ・静止

 画 等 の豊 富 な例 題 が添 付 され て ます 、、

(2)-L記 重 要 文 型 が 参 加 型 ドラマ 、 音声 認識 機 能 、

 ミュ ー ジ カ ル 等 で 感 覚 的 に学 習 で き ます,、約300

 画 面 の音 声 認 識 トレー ニ ン グ、 重 要 文型 マ ス ター

 で 「英語 の 反射 神 経 」 が鍛 え られ ます,,聞 く ・話
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 す ・読 む ・書 く等 のバ ラ ンスの 良 い英 語 力 が 身 に

 つ き ます 。

(3)学 校 現 場 で の 副 教 材 、社 会 人 の為 の 「英 語 や り

 直 し」 用 途 に向 い てい ます 。 音 声 トレー ニ ング ・

 重 要 文 型 マ ス タ は 中学 英 語 教 科 書 の 対 応 メ ニ ュ ー

付 で す 。

(4)翻 訳 者 ・通 訳 者 か ら も評 価 の 高 い 見 出 し語104

 万 語 の 高 性 能 電 子 辞 書 を添 付 して ます 。 自動 意 味

 表 示 ・辞 書 編 集 等 の機 能 が つ い てお り学 習 ・仕 事

 ・イ ン タ ー ネ ッ ト等 に最 適 で す 。

3.3「Microsoft ENCARTAイ ン タラ ク テ ィブ 英 会

話 」(マイ ク ロ ソ フ ト(株)) 定 価12,800円

http://www.asia.microsoft.com/japan/products/reference.

htm

 4月 は じめ 発 売 の マ イ ク ロ ソ フ トの英 会話 学 習 ソ

フ ト。 この ソ フ トは 、今 まで の英 会話 学 習 経 験 者 の

悩 み の 声 を も とに 、マ イ ク ロ ソ フ トの ソ フ トウ ェ ア

技 術 を結 集 して生 まれ た英 会話 学 習 ソ フ トで 、 「学

ぶ 」 よ り 「慣 れ る」、 「飽 きず に学 習 を続 け る」 た め

の 工 夫 を こ ら した 、今 まで とは異 な る タ イプ の ソ フ

トで あ る。 こ の ソ フ トは 、ECCの 授 業 で 正 式 採 用

との こ と。

 実 際 に デ モ を 見 た 。 まず 、 プ ラ ンナ ー とい う画面

で 、 自 分 の学 習 プ ラ ンを た て 、 そ れ に そ っ て学 習 し

て い く。学 習 は 、 ビデ オ を 見 、 聞 きな が ら、 会 話 を

学 ぶ とい う もの で 、 会話 ス ピー ドも調 節 で きる(遅

い ス ピー ド、 ナ チ ュ ラ ル ス ピー ドで 、 別 々に 録 音 し

た とい う)。また 、 聞 き とれ な か っ た らそ の 部 分 を 文

字 で画 面 に 表 示 した りで きる 、,その 日本 語 訳 、 文 法

解 説 、 単語 帳 も表 示 で きる,,こ の よ うに して 学 習 し

た成 果 を 試 せ るの が 、3Dバ ー チ ャル チ ャ レ ン ジ。

こ れ は 、3Dグ ラ フ ィ ッ クス の 中 を行 き来 して 、 そ

こ に い る 人 た ち と会 話 す る とい う もの(人 を ク リ ッ

クす る と、 そ の 人 が 動 い て 本 当 に会 話 して る よ う な

感 じに な る)。会 話 次 第 で 場 面 の 展 開 が違 って くる、、

3.4「ALC NetAcademy」(日 立 ソ フ トウ ェ アエ ン ジ

ニ ア リ ング(株)) 1ラ イセ ン ス ・1年 で35,000円

(最低 購 入 ラ イセ ンス:30ラ イセ ンス)

http://www.hitachi‐sk.co.jp/Products/ALC/

 イ ン トラ ネ ッ トを 使 用 した 、TOEICの た め の 英

語 学 習 教 材 。 デ モ を一 通 り見せ て も らっ た。4部 で

構 成 され て い る。

(1)TOEIC診 断 テ ス ト。TOEICの 模 擬 試 験 を 受 け

 る。 試 験 形 態 は 本 番 と一緒 だ が 、全 部 で20分 で 模

 擬 試 験 が 終 る よ うに なっ て い る、、

(2)Listeningの 学 習:聞 く力 を つ け る 。 面 白 い と

 思 っ た のが 、 「slow」 ボ タ ン を押 す と、 英 語 の 読

 ま れ る速 さが遅 くな るの だ が 、 も との 英語 は1つ

 で 、 コ ン ピュ ー タ処 理 に よ り速度 を早 め た り遅 く

 した りす る 、 とい う もの,、な お 、速 さが 変 わ っ て

 も声 の 高 さは 変 わ ら ない の で 面 白 い、,

(3)Readingの 学 習:読 む 力 を つ け る。 こ こ で 特 徴

 的 な の が 、読 む 速 さ を 自 分 で 指 定 で き(200wpm

 な ど。wpmは 、 words per minuteの 略 〉、そ れ にあ

 わせ て 英語 文 が 表 示 され て い く とい う もの,,「 フ

 レー ズ リ ー デ ィ ン グ」、 「キ ー ワ ー ド リー デ ィ ン

 グ」 な どが で き る。 自分 が 読 ん だ実 際 の速 さ も表

 示 され 、 内 容 につ い て は 質 問 に 答 え て理 解 度 が わ

 か る よ うに な っ てい る、,

(4>テ ス ト:学 習 成 果 を は か る 、,TOEIC模 擬 試 験,
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事務局総より

協 会 活 動 報 告
 (1999年1月 一3月)

理 事 会  3月30日

運 営 委 員 会  1月26日

           3月3日

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

編 集 委 員 会

ネットワーク翻訳研 究 会

イ ン ター ネ ッ トWG

機械 翻訳 白書WG

3月24日

1月22日

2月26日

3月19日

1月22日

2月26日

3月19日

3月19日

1月18日

2月23日

2月12日

1月18日

3月19日

①1999年 度事業計画案 ②1999年 度収支予算案

③決算理事会および総会 日程

①来年度事業計画 ②シンガポールサ ミット企画 ③サ ミット合同会議

①来年度事業計画および予算 ②総会、理事会の計画

③ シンガポールサ ミット

①1999年 度事業計画案 ②1999年 度予算案 ③ シンガポールサ ミッ ト

④MT白 書

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査の進め方

③MT白 書への取 り組み

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査の回答報告

③ユーザー調査の進め方

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査のフォロー

③MT白 書への協力

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査の進め方

③MT白 書への取 り組み

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査の回答報告

③ユーザー調査の進め方

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査のフォロー

③MT白 書への協力

①AAMTJournal No.25の 反省 ②AAMTJournal No.26の 企画

③ホームページ企画

①JST対 訳データ評価 ②ホームページ翻訳評価 ③MT白 書協力

①対訳データの評価 ②Webペ ージ翻訳の評価 ③来年度の方針

① メーリングリス トの進め方

②本年度の活動のまとめ と来年度の取 り組み

①技術委、市場委の活動報告 ②MT白 書の企画審議

①MT白 書の基本方針 ②予算および委託方法 ③来年度の取 り組み

MT Summit VIIプ ログラム委員会

           1月26日 ①プログラム、実行の両委員会合同会議

               ②企画、委員名、スケジュールの確認 ③これからの分担協力

MT Summit VII実 行委員会

           1月26日 ①第1回 目の挨拶、紹介 ②シンガポールサミットの企画書、名簿の承認

               ③これからの分担協力

           2月9日 ① シンガポールサ イドとの役割分担と連絡 ②予算の考え方

               ③推進体制づ くり

           3月3日 ①企画準備状況 ②シンガポールサ イドとの調整 ③予算、後援、広報
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